
 

SNMP Agent Support Function 
ユーザーズガイド 

（HUS100 シリーズ） 

Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使ってアレイ装置を操作する場合は、必ずこのマニュアルを読み、操作

手順、および指示事項をよく理解してから操作してください。 
また、このマニュアルをいつでも利用できるよう、Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使用するコンピュー

タの近くに保管してください。 
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はじめに 
このマニュアルは、HUS110/130/150 アレイ装置用の「SNMP Agent Support Function ユーザー

ズガイド」です。このマニュアルでは、SNMP Agent Support Function を初めて導入するとき

のインストール方法やSNMP Agent Support Functionの主な機能について簡単に説明していま

す。また、このマニュアルでは特に断りのない限り、HUS110/130/150 アレイ装置を「アレイ

装置」と呼びます。また、TrueCopy remote replication を TrueCopy、TrueCopy Extended Distance
を TCE と略します。 
 
❒ 対象読者 

❒ マニュアルで使用する単位について 
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対象読者 
このマニュアルは、次の方を対象読者として記述しています。 

 システムの運用管理者 

 システムエンジニア 

 アレイ装置の保守員 

このマニュアルの内容については、万全を期しておりますが、ご不審な点や誤りなど、お気付

きのことがございましたら当社までご連絡ください。 

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しています。 

マニュアルで使用する単位について 
1 k（キロ）バイトは 1,024 バイト、1 M（メガ）バイトは 1,024 キロバイト、1 G（ギガ）バイ

トは 1,024 メガバイト、1 T（テラ）バイトは 1,024 ギガバイトの計算値です。 

1 ブロック（Block）は 512 バイトです。 
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1
1

概要 
SNMP Agent Support Function は、オープンプラットフォームの SNMP（Simple Network 
Management Protocol）を介して、ネットワーク監視用ワークステーションに障害発生を報告

します。 

アレイ装置のコマンド動作状態(コマンド受領回数とキャッシュヒット回数等)を報告します。

ホストからのアクセス形態によるコマンド動作状態が参照することができ、性能チューニン

グの情報として利用することができます。 

SNMP Agent Support Function を使用時、LAN 設備および後述の SNMP マネージャープログラ

ム(以下 SNMP マネージャーと称す)を組み込んだワークステーションが必要です。 

本章は以下の内容で構成されています。 

❒ 1.1 TRAP 発行処理 

❒ 1.2 リクエスト処理 
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1.1 TRAP 発行処理 
アレイ装置内に TRAP 発行事象が発生すると、アレイ装置は、非同期に SNMP マネージャー

に対して TRAP を発行し障害を 1 回のみ報告します。 

例：ドライブ閉塞の場合 

アレイ装置 

UNIX/PC 

サーバ 

保守用クライアント

(SNMP マネージャー)

①ドライブ閉塞発生 

Ethernet (10BaseT/100BaseTX/1000BaseT) 

②TRAP 発行 

障害を SNMP マネージャーに報告

③画面上のアレイ装置のアイコンが点滅((注 1) 

クリックすると、“ドライブ閉塞”を表示(注 2)

 
TRAP は、障害発生と縮退部位のみを示すものであり、その位置（何番のドライブか等）は示

しません。 

注意 1：TRAP 受領時の動作は、使用している SNMP マネージャーの仕様によります。 
注意 2：TRAP コードの表示操作および表示仕様は、使用している SNMP マネージャーの仕様

によります。 
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1.2 リクエスト処理 
SNMP マネージャーから要求のあった MIB の値を応答として返します。 

アレイ装置 ①画面上のアレイ装置のアイコンをクリック

し、参照したい MIB を選択し、要求を送信 

(SNMP マネージャーの機能によります) 

Ethernet (10BaseT/100BaseTX/1000BaseT)

保守用クライアント

(SNMP マネージャー)

②要求された MIB の値を

SNMP マネージャーに応答

UNIX/PC 

サーバ 

 

 ③要求した MIB の値が、画面表示（注 1） 

例１）装置固有情報の画面表示 

dfSystemProductName = HITACHI DF600F 

dfSystemMicroRevision = 0910 

例２）縮退部位情報の画面表示(障害なし) 

dfRegressionStatus = 0 

例３）リードコマンド受領回数のグラフ表示（一定周期で複数回要求） 

 

 

 

 

500

0
dfReadCommandNumber 

 

注意：MIB の表示仕様は、使用している SNMP マネージャーの仕様によります。 
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縮退部位情報は、縮退部位のみを示し、その位置（何番のドライブか等）までは、示しません。 
MIB 情報取得の周期を小さくとると、アレイ装置のホストコマンド処理能力が低下する場合

があります。 

アレイ装置は、484 バイトを越えた SNMP メッセージは、送受信できません。 
受信時は、無応答、送信時は、“tooBig”のエラーステータスを応答として返します。（2.2.2参
照）したがって、アレイ装置からの応答メッセージが、485 バイト以上となるような要求は、

SNMP マネージャーから送信しないでください。 

SNMP メッセージ(484 バイト以下) 

 

約 35 バイト 

(コミュニティ名： 

public の場合) 

6(ヘッダー部)+ 

オブジェクト ID 長+

データ長(注 1)

6(ヘッダー部)+ 

オブジェクト ID 長+

データ長

・・・・・・・・ 

 

 

 

SNMP ヘッダ 

(コミュニティ名、エラース

テータス等含む) 

MIB 情報 1 

(オブジェクト識別子

＋データ) 

MIB 情報 2 

・・・・・・・・ 

(MIB 情報は 

複数要求可能)

 

注意：トラップ受領時の動作は、使用している SNMP マネージャーの仕様によります。 
 

MIB 情報 1 部分の長さは、6 + 8 + 10 = 24（バイト）です。ただし、ヘッダー部の長さは、デ

ータ長により、以下のように変化します。 

データ長  0～115 バイト ：ヘッダー部 6 バイト 
    116～127 バイト ：   7 バイト 
    128～242 バイト ：   8 バイト 
    243～255 バイト ：   9 バイト 
    256 バイト以上 ：   10 バイト 
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2
2

準備 
お客様が SNMP を使用するための準備について記載します。 

本章は以下の内容で構成されています。 

❒ 2.1 システム構成と必要条件 

❒ 2.2 仕様 

❒ 2.3 SNMP 支援機能 

❒ 2.4 運用例 
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2.1 システム構成と必要条件 

2.1.1 ネットワーク接続機能 

表 2-1にアレイ装置におけるネットワーク接続機能を示します。 

表 2-1 ネットワーク接続機能 

項目 支援内容 
ネットワークインターフェース 10BaseT、100BaseTX、1000BaseT 

（RJ45 コネクタ、ツイストペアケーブル使用） 
サポートフレームタイプ Ethernet Version 2 仕様（DIX 仕様）に準拠（注意） 

注意：Ethernet Version 2 仕様以外のフレーム（IEEE802.3 フレーム等）は未サポートです。 

2.1.2 LAN 接続形態 

プライベート LAN 接続 

図 2-1 プライベート LAN 接続図 

 

アレイ装置 

デュアル構成時

“Ethernet Version 2”LAN(10BaseT/100BaseTX/1000BaseT) 

ワークステーション 

/パソコン 

(SNMP マネージャー) 

 

パブリック LAN 接続 

アレイ装置は、コントローラーごとに 1 つのゲートウェイ（デフォルトゲートウェイ）を設定

できます。 

図 2-2 パブリック LAN 接続図 

 

 ゲートウェイゲートウェイ

デュアル構成時 

LAN“Ethernet Version 2”LAN(10BaseT/100BaseTX/1000BaseT) 

アレイ装置 ワークステーション 

/パソコン 

(SNMP マネージャー)

 

注意：SNMP のエージェントを採取する場合、LAN 上に SNMP マネージャーを組み込んだワ

ークステーションを用意する必要があります。 
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2.1.3 必要条件 

表 2-2に SNMP Agent Support Function の動作環境と必要条件を示します。 

表 2-2 動作環境と必要条件 

項目 内容 
動作条件  アレイ装置にはバージョンが 0915/B 以上のファームウェア、管

理用 PC にはバージョンが 21.50 以上の Hitachi Storage Navigator 
Modularg 2 が必要です。 

 SNMP エージェントの累積稼動時間 sysUpTime を使用する場合

は、0940/A 以上のファームウェアが必要です。 
必要条件 SNMP Agent Support Function のライセンスファイルが必要です。 

2.1.4 留意点 

SNMP Agent Support Function をご使用になる場合は、下記の点にご留意ください。 

 SNMP Agent Support Functionは、UDPプロトコルを使用しているため、障害発生時のTRAP
が SNMP マネージャーに正しく報告されたかは保証できません。SNMP マネージャー側

から、定期的に MIB 情報を取得することを推奨します。 

 MIB 情報取得の周期を小さくとると、アレイ装置のホストコマンド処理能力が低下する

場合があります。 

 アレイ装置で障害が発生した後に SNMP マネージャーを起動した場合、SNMP マネージ

ャー起動前に発生した障害は TRAP では報告されません。したがって、SNMP マネージャ

ー起動後に MIB オブジェクトの dfRegressionStatus を取得し、障害の有無を確認してくだ

さい。 

 コントローラー閉塞時は、SNMP Agent Support Function も停止します。SNMP マネージャ

ーからの要求に対しては、無応答となります。 

 デュアルシステム構成時、電源 ON から装置が READY となる前に発生したファン、バッ

テリー、電源、キャッシュ障害などの構成部品の障害（前回電源 OFF 時に発生していた

障害を含む）は、両コントローラーから TRAP 報告されます。 
ドライブ障害、および装置 READY 中に発生した障害は、障害を検知したコントローラー

側からのみ TRAP 報告されます。 

 デュアルシステム構成時は、両コントローラーに対して SNMP マネージャーで監視する必

要があります。SNMP マネージャーで、一方のコントローラーだけを監視する場合、以下の

方法で監視してください。ただし、一方のコントローラーだけの監視であるため、監視し

ていないコントローラー側からの TRAP は SNMP マネージャーに報告されません。 
  必ずコントローラー0 側を監視してください。 
  MIB オブジェクトの dfRegressionStatus はシステムの障害情報です。SNMP マネージ

ャー側から、定期的に dfRegressionStatus を取得し、障害の有無を確認してください。 
  コントローラー0 が閉塞した後は、SNMP Agent Support Function は使用できません。 

MIB オブジェクトの dfRegressionStatus の取得が失敗する場合は、コントローラー閉

塞が発生していることが考えられるため、Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使っ

て装置状態を確認してください。 

 アレイ装置の TCP の 199 ポートにブロードキャストやポートスキャン等のアクセスがあ

った場合、SNMP マネージャーからの MIB 情報取得要求に対して応答遅延やタイムアウ

トになることがあります。MIB 情報取得への応答が遅くなった場合は、TCP の 199 ポー

トにアクセスしないようにネットワークの見直しをお願いします。 

 管理モジュール、ドライブ I/O モジュール、ホスト I/O モジュール、インターフェースボ

ードの障害を検出した場合、コントローラー擬似閉塞を優先して処理しているため、TRAP
発行が数分間遅れる場合があります。 

 SNMP エージェントの累積稼動時間 sysUpTime は、SNMP エージェントの起動/再起動時

からの時間です。以下の場合に、sysUpTime はリセットされます。 
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① SNMPエージェントの起動/再起動 
装置起動、ファームウェア交換、リブート等 

② SNMP有効設定時（無効→有効操作も含む） 

③ sysUpTimeの上限（約497日）を超えた場合 
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2.2 仕様 
ネットワークプロトコルとして、RFC1157（Simple Network Management Protocol）に準拠した

エージェント機能を支援します。つまり、SNMP Ver.1 プロトコルを支援します。 

アレイ装置の発行する TRAP は、RFC1157 記載の TRAP の内、特定 TRAP に限定します（A.4
を参照してください）。また、MIB については、RFC1213 に準拠する MIB-II を支援します。 

2.2.1 サポートオペレーション 

表 2-3にアレイ装置でサポートする SNMP のオペレーションを示します。 

表 2-3 サポートオペレーション 

項番 オペレーション 意味 
1 GET 特定の MIB オブジェクトの値を取得するオペレーション。 

SNMPマネージャーからの要求であるGET REQUESTとそれに対する

エージェントからの応答である GET RESPONSE のセットで正常なオ

ペレーションとなります。 
2 GETNEXT MIB オブジェクトを連続的に検索するオペレーション。 

SNMP マネージャーからの要求である GETNEXT REQUEST とそれに

対するエージェントからの応答である GET RESPONSE のセットで正

常なオペレーションとなります。 
3 TRAP イベント（障害、状態遷移）を SNMP マネージャーに報告されます。

イベント発生時、SNMP マネージャーからの要求に関係なく、エージ

ェントから TRAP が送信されます。 

図 2-3に SNMP マネージャーと SNMP エージェント間のやりとりの概念を示します。 

図 2-3 サポートオペレーションのやりとり 

 
GET REQUEST

GET RESPONSE

GETNEXT REQUEST

GETNEXT RESPONSE

TRAP

SNMP 

エージェント 
SNMP 

マネージャー 

 



準備 

SNMP Agent Support Function ユーザーズガイド 

16

2.2.2 エラーステータス 

アレイ装置では、SNMP マネージャーからの REQUEST でエラーを検出した際、表 2-4に示す

エラーステータスを付加した SNMP メッセージ（GET RESPONSE）を送信します。 

表 2-4 エラーステータス 

項番 エラーステータス

（コード） 
意味 

1 noError(0) エラーなし。正常ケース。 
要求された MIB オブジェクトの値を SNMP メッセージに設定し、送

信する。 
2 tooBig(1) オペレーションの結果を SNMP メッセージに組み立てる際、メッセー

ジが大きすぎて、制限（484 バイト）を超えた。 
3 noSuchName(2) 要求された MIB オブジェクトが存在しない。 

サポートする最後の MIB オブジェクト以降のオブジェクト識別子が

指定された GET NEXT REQUEST を受信した。 
送信する SNMP メッセージに要求された MIB オブジェクトの値は、

設定しない。また、要求された設定も処理（SET REQUEST）しない。

4 badValue(3) （発生しない） 
5 readOnly(4)  
6 genErr(5) 上記以外の理由で、その要求に応じた動作をできなかった。 

注意：SNMP マネージャーからの REQUEST で以下のエラーを検出した場合、アレイ装置は、

本 REQUEST に対して無応答となります。 

1. コミュニティ名が設定値と不一致 
応答は返さないが、Authentication Failure（コミュニティ名不正）という標準 TRAP を送出

します。 

2. REQUEST の SNMP メッセージ長が、484 バイトを超えている 
アレイ装置は、制限（484 バイト）を超えた SNMP メッセージを送受信しないため、484
バイトを超えた SNMP メッセージ受信時は、応答を返しません。 
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表 2-5にデュアルシステム構成時の GET/TRAP 仕様を示します。 

表 2-5 GET/TRAP 仕様 

接続 コントローラー GET/TRAP 仕様 備考 
状態 状態 コントローラ

ー0 
コントローラ

ー1 
 

 ①両系正常 GET ○ GET ○ マスターはコントローラー0
  TRAP ○ TRAP △  
 ②コントローラー1 GET ○ GET × マスターはコントローラー0
両系 閉塞 TRAP ○ TRAP × コントローラー1 回復時は、

①へ移行 
 ③コントローラー0 GET × GET ○ マスターはコントローラー1
 閉塞 TRAP × TRAP ○  
 ④コントローラー0 GET ○ GET ○ マスターはコントローラー1
 回復（ON 中ボード交

換） 
TRAP △ TRAP ○ 再立ち上げ（電源 ON）によ

り、①へ移行 
 ⑤両系正常 GET ○ GET × マスターはコントローラー0
  TRAP ○ TRAP ×  
コン ⑥コントローラー1 GET ○ GET ×  
トロ 閉塞 TRAP ○ TRAP ×  
ーラ ⑦コントローラー0 GET × GET × マスターはコントローラー1
ー0 閉塞 TRAP × TRAP ×  
のみ ⑧コントローラー0 GET ○ GET × マスターはコントローラー1
 回復（ON 中ボード交

換） 
TRAP △ TRAP × 再立ち上げ（電源 ON）によ

り、⑤へ移行 

○：GET 可、TRAP 可（ただし、他系検出ドライブ閉塞発生を除く） 
×：GET 不可、TRAP 不可 
△：自コントローラー閉塞、自系検出ドライブ閉塞（ドライブ引き抜き含まず）のみ TRAP
報告 

ただし、電源 ON 時および ON 中ボード交換時は、発生中の障害を再度 TRAP 報告するため、

上記以外の TRAP も報告されます。 
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 デュアルシステム構成時は、図 2-4のように各コントローラーを管理する SNMP マネージ

ャーを分けないでください。 

図 2-4 SNMP マネージャーの分離 

 

SNMP 

マネージャー

LAN1

アレイ装置 コントローラー0 のみ管理 

コントローラー1 のみ管理 

LAN2

SNMP 

マネージャー

コントローラー0 コントローラー1

 

ファン、電源、バッテリー障害の TRAP は、マスター側のコントローラーからしか報告されま

せん。図 2-4のように各コントローラーを管理する SNMP マネージャーを分けると、コントロ

ーラー間で共有の資源である前記障害が、スレーブコントローラー側を管理する SNMP マネ

ージャーには、まったく報告されません。 

SNMP マネージャーは複数設定可能であるが、この場合、各 SNMP マネージャーは、両コン

トローラーを管理してください。 

 アレイ装置を接続する LAN 上にはブロードキャスト等を実行する機器を接続しないこと

を推奨します。アレイ装置に頻繁にブロードキャスト等が入るとホストコマンド処理能力

が低下します。 

 アレイ装置は、Ethernet Version 2 仕様に準拠した LAN に接続してください。 
Ethernet Version 2 仕様以外のフレーム（IEEE802.3 フレーム等）は未サポートです。 

 DHCP サーバを利用したシステム内で SNMP Agent Support Function を使用する場合、

SNMP マネージャーの IP アドレスは固定にしてください。DHCP 機能で SNMP マネージ

ャーの IP アドレスが変わった場合、TRAP が SNMP マネージャーに報告できなくなりま

す。 

 アレイ装置の DHCP クライアント機能を有効にして IP アドレスを自動取得し、アレイ装

置の起動中に IP アドレスが変更になった場合、IP アドレスが切り替わった後、SNMP マ

ネージャーから認識できなくなり、また、TRAP が SNMP マネージャーに報告できなくな

ります。IP アドレスが切り替わった場合は、アレイ装置を再起動してください。 

障害が発生した場合は、保守員に連絡してください。 

 



準備 

SNMP Agent Support Function ユーザーズガイド 

19

2.3 SNMP 支援機能 
SNMP マネージャーに対して、アレイ装置の障害を報告するために以下の機能を提供します。 

2.3.1 TRAP 報告機能 

以下に示す事象発生時、SNMP マネージャーに TRAP を発行し、障害を報告します。ユーザー

は、アレイ装置から離れた場所においても、リアルタイムに障害を認識することができます。

TRAP が発行される事象を以下に示します。 

1. 標準 TRAP 
  SNMP の起動（SNMP の解錠、有効時） 
  SNMP 設定変更 
  MIB 情報を採取する際のコミュニティ名不正 

2. 拡張トラップ 
  自コントローラー閉塞（注意 1）（注意 2） 
  ドライブ閉塞（データドライブ） 
  ファン障害（注意 6） 
  電源障害 
  バッテリー障害 
  キャッシュメモリー障害 
  UPS 障害 
  相手コントローラー閉塞（注意 2） 
  アレイ装置ワーニング状態（注意 3） 
  ドライブ閉塞（スペアドライブ） 
  ENC 障害 
  パス閉塞（注意 4） 
  ホストコネクター障害 
  インターフェースボード障害（注意 7） 
  ホスト I/O モジュール閉塞（注意 6） 
  ドライブ I/O モジュール閉塞（注意 6） 
  管理モジュール閉塞（注意 6） 
  コントローラー擬似閉塞（注意 6） 
  Failure（ShadowImage） 
  Failure（SnapShot） 
  Failure（TrueCopy） 
  Failure（TCE） 
  Failure（Volume Migration） 
  サイクル時間しきい値オーバー 
  ボリュームデータ復元不可（ドライブ多重障害）（注意 5） 
  DC 電源フィルタ交換警告機能 
  DP プール容量枯渇初期警告 
  DP プール容量枯渇枯渇警告 
  DP プール容量枯渇 
  仮想化超過率事前警告 
  仮想化超過率超過警告 
  アレイ装置内温度上限値超過（注意 8） 
  レプリケーション枯渇警告しきい値超過 
  レプリケーションデータ解放しきい値超過 
  SSD の書き込み回数しきい値超過 
  SSD の書き込み回数が寿命回数オーバー 
  プール管理情報のデステージタイムアウトによりページ再配置失敗 
  DP プール管理情報不正検出時 
  FMD の書き込み回数しきい値超過 
  FMD の書き込み回数が寿命回数オーバー 
  FMD のバッテリー寿命率が設定されたしきい値に到達 
  PDU 動作で問題が発生した 
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  PDU との接続チェックが失敗した 

注意 1：障害内容によっては、報告できない場合があります。 
注意 2：コントローラー閉塞が発生した場合、アレイ装置はコントローラー閉塞を示す TRAP
を発行しますが、その障害要因によってコントローラー閉塞は自動的に回復することがあります。 
注意 3：アレイ装置ワーニング状態を示す TRAP は、予防保守、定期交換、または現地での保

守員の作業によって必然的に発行されることがあります。 
注意 4：TrueCopy 機能または TCE 機能が有効時のみ報告されます。 
注意 5：ドライブに多重障害が発生し、RAID グループ内のボリュームのデータが復元できない

場合に報告されます。たとえば、RAID 6 の場合、3 台のドライブに障害が発生すると、TRAP
が発行されます。（RAID 5 の場合、2 台のドライブに障害が発生すると、TRAP が発行されます） 
注意 6：HUS150 のみ 
注意 7：HUS110/HUS130 のみ 
注意 8：ロングライフサポートサービスを契約している場合にのみ報告されます。 

2.3.2 リクエスト処理機能 

SNMP マネージャーからのアレイ装置がサポートする MIB オブジェクトへの参照機能を提供

します。（MIB オブジェクト設定機能は提供しません） 
サポートする固有情報を以下に示します。 

1. 装置固有情報（製品名称、ファームウェアレビジョン） 

2. ワーニング情報（注意 1） 

3. コマンド動作状態情報 

注意 1：アレイ装置より取得可能なワーニング情報を以下に示します。 

  ドライブ閉塞（データドライブまたはスペアドライブ） 
  ファン障害（注意 5） 
  電源障害 
  バッテリー障害 
  キャッシュメモリー障害 
  UPS 障害 
  相手コントローラー閉塞（注意 2） 
  アレイ装置ワーニング状態（注意 3） 
  ENC 障害 
  パス閉塞 
  ホストコネクター障害 
  インターフェースボード障害（注意 4） 
  ホスト I/O モジュール閉塞（注意 5） 
  ドライブ I/O モジュール閉塞（注意 5） 
  管理モジュール閉塞（注意 5） 
  コントローラー擬似閉塞（注意 5） 

注意 2：相手コントローラー閉塞が発生した場合、相手コントローラー閉塞がワーニング情報

に設定されますが、その障害要因によってコントローラー閉塞は自動的に回復することがあり

ます。 
注意 3：アレイ装置ワーニング状態は、予防保守、定期交換、または現地での保守員の作業に

よって必然的にワーニング情報に設定されることがあります。 
注意 4：HUS110/HUS130 のみ 
注意 5：HUS150 のみ 
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2.4 運用例 
SNMP を使用する場合の運用例を説明します。 

 
動作環境と必要条件の確認 

 

Hitachi Storage Navigator Modular 2から 
config.txtとname.txtを設定 

インストール 
 

SNMPマネージャーからMIBを設定 
 

TRAPの接続確認 
REQUESTの接続確認 
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3
3

インストールとアンインストール 

ここでは、Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使用したインストール方法とアンインストー

ル方法について説明します。 

本章は以下の内容で構成されています。 

❒ 3.1 インストール 

❒ 3.2 アンインストール 

❒ 3.3 無効化と有効化の設定 
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3.1 インストール 
SNMP Agent Support Function はオプション機能のため、通常は選択できない状態（施錠状態）

になっています。このオプション機能を使用可能な状態に設定するには、ご購入いただいた

SNMP Agent Support Function のオプションをインストールして機能を選択できる状態（解錠状

態）にする必要があります。インストールするためには、Basic Operating System for Modular
に添付されているキーファイルが必要です。 

注意：操作するアレイ装置が正常であることを確認後、インストール／アンインストールして

ください。コントローラー閉塞などの障害が発生している場合は、実行できません。 

Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使用した場合のインストール手順を以下に示します。 

1. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を起動してください。 

2. 登録済みのユーザーID とパスワードを入力して、Hitachi Storage Navigator Modular 2 にロ

グインしてください。 

3. SNMP Agent Support Function をインストールするアレイ装置を選択してください。 

4. アレイ表示/設定ボタンをクリックしてください。 

5. コモンアレイタスク画面から、有償オプションのインストールアイコンをクリックしてく

ださい。 

 

ライセンス解錠画面が表示されます。 

 

6. 解錠方法でキーファイルのラジオボタンを選択し、キーファイルのパスとキーファイル名

を入力し、OK ボタンをクリックしてください。 

キーファイルへのパスの例：HUS130 の場合 

E:\BOSM2150_00_00\licensekey\SNMPAgentSupportFunction\S\Windows\keyfile 

E は Basic Operating System for Modular の DVD-R を装着したドライブレターです。 

HUS110 の場合、S は XS に置き換えてください。 

HUS150 の場合、S は MH に置き換えてください。 
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7. 確認メッセージが表示されるので、確認ボタンをクリックしてください。 

 

8. 確認メッセージが表示されるので、閉じるボタンをクリックしてください。 

 

9. SNMP 環境情報ファイルを登録してください。（4.3参照） 
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3.2 アンインストール 
アンインストールするためには、Basic Operating System for Modular に添付されているキーファ

イルが必要です。一度アンインストールすると、再度キーファイルで解錠するまでは SNMP 
Agent Support Function は使用できません（施錠状態）。 

Hitachi Storage Navigator Modular 2を使用した場合のアンインストール手順を以下に示します。 

1. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を起動してください。 

2. 登録済みのユーザーID とパスワードを入力して、Hitachi Storage Navigator Modular 2 にロ

グインしてください。 

3. SNMP Agent Support Function をアンインストールするアレイ装置を選択してください。 

4. アレイ表示/設定ボタンをクリックしてください。 

5. 設定ツリー内のライセンスアイコンをクリックしてください。 

 

6. ライセンス施錠ボタンをクリックしてください。 

ライセンス施錠画面が表示されます。 

 

7. 施錠方法でキーファイルのラジオボタンを選択し、キーファイルのパスとキーファイル名

を入力し、OK ボタンをクリックしてください。 

キーファイルへのパスの例：HUS130の場合 
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E:\BOSM2150_00_00\licensekey\SNMPAgentSupportFunction\S\Windows\keyfile 

EはBasic Operating System for ModularのDVD-Rを装着したドライブレターです。 

HUS110の場合、SはXSに置き換えてください。 

HUS150の場合、SはMHに置き換えてください。 

8. 確認メッセージが表示されるので、閉じるボタンをクリックしてください。 

 

これで、SNMP Agent Support Function 機能のアンインストールが完了しました。 
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3.3 無効化と有効化の設定 
SNMP Agent Support Function はインストールされた状態（解錠状態）で、機能の利用の有効化

や無効化の設定できます。 

SNMP Agent Support Function の利用を有効または無効に設定する手順を次に示します。 

Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使用した場合の設定手順を以下に示します。 

1. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を起動してください。 

2. 登録済みのユーザーID とパスワードを入力して、Hitachi Storage Navigator Modular 2 にロ

グインしてください。 

3. SNMP Agent Support Function を設定するアレイ装置を選択してください。 

4. アレイ表示/設定ボタンをクリックしてください。 

5. 設定ツリー内のライセンスアイコンをクリックしてください。 

6. ライセンス名内の SNMP-AGENT を選択し、状態変更ボタンをクリックしてください。 

ライセンス状態変更ダイアログボックスが表示されます。 

 

7. 有効化する場合はチェックボックスにチェックを入れ、無効化する場合はチェックボック

スのチェックを外し、OK ボタンをクリックしてください。 

8. ライセンス状態変更確認メッセージが表示されるので、閉じるボタンをクリックしてくだ

さい。 

 
これで、SNMP Agent Support Function の利用の有効化/無効化の設定が完了しました。 
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4
4

設定方法 

本章は以下の内容で構成されています。 

❒ 4.1 セットアップ 

❒ 4.2 SNMP 環境情報ファイル作成方法 

❒ 4.3 SNMP 環境情報ファイルの登録方法 

❒ 4.4 SNMP 環境情報ファイルの参照方法 

❒ 4.5 SNMP 接続確認方法 

❒ 4.6 障害検出方法 
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4.1 セットアップ 
SNMP Agent Support Function を使用するために必要となる操作を以下に示します。動作環境設

定ファイル（CONFIG.TXT）、装置名称設定ファイル（NAME.TXT）、および MIB 定義ファイ

ル(dfraid.mib)は Basic Operating System for Modular の program の SNMPAgentSupportFunction
フォルダーに添付されています。 

4.1.1 アレイ装置側の設定 

1. LAN 情報（IP Address、Sub Net Mask、Default Gateway Address）を設定します。 
→ 操作手順は、アレイ装置のユーザーマニュアルを参照してください。 

2. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使用して、オプションを有効にします。インストール

した状態では、有効に設定されています。 
→ 操作手順は、「3.3 無効化と有効化の設定」を参照してください。 

3. SNMP 環境情報ファイルを作成します。SNMP 環境情報ファイルは、以下の 2 ファイルで

す。 
→ 操作手順は、「4.2 SNMP 環境情報ファイル作成方法」を参照してください。 

 ・動作環境設定ファイル（CONFIG.TXT）： TRAP送信先 SNMPマネージャーの IP Address
と Community などの設定 

 ・装置名称設定ファイル（NAME.TXT）：装置の名称の設定 

4. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使用して、3.で作成した SNMP 環境情報ファイルをア

レイ装置へ登録します。 

→ 操作手順は、「4.3 SNMP 環境情報ファイルの登録方法」を参照してください。 

4.1.2 SNMP マネージャー側の設定 
1. 提供 MIB 定義ファイル（dfraid.mib）を SNMP マネージャーに取り込みます。 

→ 操作手順は、各 SNMP マネージャーのマニュアルを参照してください。 

2. アレイ装置を SNMP マネージャーに登録します。 
→ 操作手順は、各 SNMP マネージャーのマニュアルを参照してください。 

4.1.3 確認 

1. アレイ装置と SNMP マネージャーの接続を確認してください。 
→ 操作手順は、「4.5 SNMP 接続確認方法」を参照してください。 

上記の操作により、アレイ装置と SNMP マネージャー間での SNMP に基づく交信が可能とな

ります。 

SNMP 環境情報ファイルの登録は、Hitachi Storage Navigator Modular 2 を使います。 
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4.2 SNMP 環境情報ファイル作成方法 
SNMP Agent Support Function を使用するためには、SNMP 環境情報ファイル（CONFIG.TXT、
NAME.TXT）を作成し、アレイ装置に登録します。 

SNMP 環境情報ファイルの作成と登録は、SNMP 初回設定時、および動作環境変更時です。

SNMP 環境情報ファイルの作成は、PC 等でエディター等を使用し、提供するサンプルファイ

ルの必要項目を変更します。 

デュアルコントローラー構成時にも、アレイ装置 1 台につき 1 セット（2 ファイル）のみ作成

してください。コントローラーごとに異なる情報を設定することはできません。 

4.2.1 動作環境設定ファイル 

1. ファイル形式 

ファイルは、テキスト形式で、DOS フォーマットです。 

ファイル名は、CONFIG.TXT です。 

2. ファイル設定項目 

表 4-1に設定項目を示します。 

表 4-1 動作環境設定項目 

項番 項目 内容 備考 
1 sysContact 

（MIB 情報） 
管理者の連絡先 
（名前、部門、内線番号など） 

 MIB-II の system グルー

プ内のオブジェクトの

値。1 つのみ設定可能 
2 sysLocation 

（MIB 情報） 
装置の設置場所  ASCII文字列 255文字以

内。1 つのみ設定可能 
3 コミュニティ情報

の設定（MIB 情報）

アクセスを許可するコミュニティ

名の設定 
省略可 1 組のみ設定可能 

4 TRAP 送信元（アレ

イ装置側）ポートの

設定 

TRAP 発行元（アレイ装置側）ポー

トの設定 
 デフォルトポート番号

は 161 

5 sysUpTime 機能を利用する場合、SET 
SYSUPTIME の行を追加 

 未設定時、sysUpTIme
は固定値 0 

6 Trap 発行時の LAN
ポートリンクアッ

プ判定設定 

機能を利用する場合、LAN PORT 
CHECK の行を追加 

 未設定時は障害検出コ

ントローラー側から

Trap 発行 
7 TRAP 送信の設定 

（TRAP 報告） 
TRAP 送信の情報を設定 
 送信先SNMPマネージャーの IP 

Address 
 宛先ポート番号 
 TRAP につけるコミュニティ名

必須 複数設定可能 

3. 表 4-1の各項目を以下の手順に従って設定してください。 
  sysContact（管理者の名前/連絡先）の設定 

sysContact の値を設定するために、ファイルに以下の“INITIAL”で始まる行を追加し

てください。 
             INITIAL sysContact ユーザー設定情報 
ユーザー設定情報は、255 文字以内の半角英数字に限定します。 
ユーザー設定情報内に a ~ z までの英字（大文字/小文字は識別可）および数字以外の

文字（スペース、タブ、-、等）を含む場合は、その情報をダブルコーテーション（“）
で囲んでください。 
ユーザー設定情報に改行は入れないでください。 
sysContact の値を設定しない場合は、以下のように記述してください。 
・設定項目を残す場合 
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             INITIAL sysContact “” 
・設定項目を残さない場合 
  この設定項目を削除してください。 

  sysLocation（設置場所）の設定 
sysLocation の値を設定するために、ファイルに以下の“INITIAL”で始まる行を追加し

てください。 
             INITIAL sysLocation ユーザー設置場所 
ユーザー設置場所は、255 文字以内の半角英数字に限定します。 
ユーザー設置場所内に a ~ z までの英字（大文字/小文字は識別可）および数字以外の

文字（スペース、タブ、-、等）を含む場合は、その情報をダブルコーテーション（“）
で囲んでください。 
ユーザー設置場所に改行は入れないでください。 
sysLocation の値を設定しない場合は、以下のように記述してください。 
・設定項目を残す場合 
             INITIAL sysLocation “” 
・設定項目を残さない場合 
  この設定項目を削除してください。 

  コミュニティ情報の設定 
アレイ装置がリクエストの受信を許可するコミュニティ名を指定するため、ファイル

に以下の“COMMUNITY”で始まる行を追加してください。 
             COMMUNITY コミュニティ名 
             ALLOW ALL OPERATIONS 
本指定がない場合、アレイ装置はすべてのコミュニティ名を受け入れます。 
コミュニティ名は、半角英数字に限定します。 
コミュニティ名に a ~ z までの英字（大文字/小文字は識別可）および数字以外の文字

（スペース、タブ、-、等）を含む場合は、その情報をダブルコーテーション（“）で

囲んでください。先頭が数字の場合も、ダブルコーテーション（“）で囲んでくださ

い。コミュニティ名に改行は入れないでください。 
アレイ装置にすべてのコミュニティ名を受け入れるには、“COMMUNITY” で始まる

行を含めた上記の 2 行を削除します。 
  TRAP 送信元（アレイ装置側）ポートの設定 

アレイ装置はTRAPを161ポートから発行します。ただし、ダイナミックポート（49152
ポートから 65535 ポートの任意のポート）から TRAP 発行したい場合は、以下の行を

追加してください。 
             SEND ALL TRAPS FROM DYNAMIC PORT 

    < TRAP のダイナミックポートからの発行設定例> 

INITIAL sysContact "Taro Hitachi" 
 
INITIAL sysLocation "Computer Room A on Hitachi RSD HSP 10F north" 
 
COMMUNITY sunrise 
ALLOW ALL OPERATIONS 
 
SEND ALL TRAPS FROM DYNAMIC PORT 
 
MANAGER 123.45.67.89 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 
 
MANAGER 123.45.67.90 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 

  sysUpTime の設定 
SNMPエージェントが起動してからの累積時間 sysUpTimeはデフォルト 0を設定して

います。ただし、sysUpTime に累積時間を設定したい場合は、以下の行を追加してく

ださい。 
             SET SYSUPTIME 
SNMP エージェントの起動は、装置起動時、コントローラーリブート時、SNMP の機

能有効時等です。 



設定方法 

SNMP Agent Support Function ユーザーズガイド 

33

「3.3 無効化と有効化の設定」の操作により、SNMP の機能を無効にし、再度有効

にした場合、有効となってからの累積時間となります。 

    <sysUpTime 設定ファイル例> 

INITIAL sysContact "Taro Hitachi" 
 
INITIAL sysLocation "Computer Room A on Hitachi RSD HSP 10F north" 
 
COMMUNITY sunrise 
ALLOW ALL OPERATIONS 
 
SET SYSUPTIME 
 
MANAGER 123.45.67.89 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 
 
MANAGER 123.45.67.90 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 

  Trap 発行時の LAN ポートリンクアップ判定 
通常、Trap は障害を検出したコントローラーのポートから発行されますが、Trap を

発行する際、LAN ポートがリンクアップかどうかを判定し、リンクアップとなって

いるコントローラーのポートから Trap を発行することができます。LAN ポートのリ

ンクアップ判定を使用する場合は、以下の行を追加してください。 
          LAN PORT CHECK 

    <Trap 発行時の LAN ポートリンクアップ判定設定例> 
    <LAN PORT CHECK 設定ファイル例> 

INITIAL sysContact "Taro Hitachi" 
 
INITIAL sysLocation "Computer Room A on Hitachi RSD HSP 10F north" 
 
COMMUNITY sunrise 
ALLOW ALL OPERATIONS 
 
LAN PORT CHECK 
 
MANAGER 123.45.67.89 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 
 
MANAGER 123.45.67.90 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 

  TRAP 送信先の設定（複数設定可能） 
設定できる SNMP マネージャーは最大 3 つまでです。 
アレイ装置が TRAP を報告する SNMP マネージャーを指定するため、ファイルに以

下の“MANAGER”で始まる行の組を追加します。以下の 3 行が 1 つの SNMP マネー

ジャーに対する指定です。複数の SNMP マネージャーを指定する場合は、これらの

行の組を複数個追加します。それぞれの行の最後は改行してください。 
             MANAGER SNMP マネージャーの IP アドレス 
             SEND ALL TRAPS TO PORT ポート番号 
             WITH COMMUNITY コミュニティ名 
SNMP マネージャーの指定は、ホストネームではなく、IP アドレスで指定します。 
IP アドレスは、先頭に“0”を付加しないで指定してください。ただし、値が 0 の場合

は 0のみを指定してください。IPアドレスの最初と最後の文字は必ず IPv4では数字、

IPv6 では 16 進数の数字またはアルファベットを指定してください。 
（例 1：111.022.003.055 の場合は、111.22.3.55 とします） 
（例 2：111.000.003.055 の場合は、111.0.3.55 とします） 
ポート番号には、SNMP マネージャーに TRAP を送信する際に設定する UDP の宛て

先ポート番号を指定します。通常、トラップ受信用に SNMP マネージャーに用意さ
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れているポート番号は、162 です。 
コミュニティ名は、トラップ送信時にトラップの SNMP メッセージに設定するコミ

ュニティ名を半角英数字で指定します。コミュニティ名に a ～ z までの英字（大文

字/小文字は識別可）および数字以外の文字（スペース、タブ、-、等）を含む場合は、

その情報をダブルコーテーション（“）で囲んでください。先頭が数字の場合も、ダ

ブルコーテーション（“）で囲んでください。コミュニティ名に改行は入れないでく

ださい。 
このコミュニティ名のクローズ（WITH COMMUNITY で始まる行）がない場合は、

コミュニティ名としては、public を付加してください。 

注意 1：ファイルは、1,140 バイト以内としてください。 
注意 2：MIB-II の system グループの全オブジェクトを 1 回の GET 要求で取得するこ

とを可能にするため（“tooBig”のエラーステータスとならようにするため）、sysContact
と sysLocation と後述する sysName のユーザー設定情報は、3 情報あわせて、280 文字

以内(アクセスを許可するコミュニティ名が、10 文字以内の場合)に抑えることを推

奨します。 

<IPv4 動作環境設定ファイル例> 

INITIAL sysContact "Taro Hitachi" 
 
INITIAL sysLocation "Computer Room A on Hitachi RSD HSP 10F north" 
 
COMMUNITY sunrise 
ALLOW ALL OPERATIONS 
 
MANAGER 123.45.67.89 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 
 
MANAGER 123.45.67.90 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 

<IPv6 動作環境設定ファイル例> 

INITIAL sysContact "Taro Hitachi" 
 
INITIAL sysLocation "Computer Room A on Hitachi RSD HSP 10F north" 
 
COMMUNITY sunrise 
ALLOW ALL OPERATIONS 
 
MANAGER 123.45.67.89 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 
 
MANAGER 2001::1:20a:87ff:fec6:1928 
SEND ALL TRAPS TO PORT 162 
WITH COMMUNITY "HITACHI DF850" 
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4.2.2 装置名称設定ファイル 

1. ファイル形式 
ファイルは、テキスト形式で、DOS フォーマットです。 
ファイル名は、NAME.TXT です。 

2. ファイル設定項目 
表 4-2に設定項目を示します。 

表 4-2 動作環境設定項目 

項番 項目 内容 備考 
1 sysName 装置の管理名称 MIB-II の system グループ内のオブジェ

クトの値 ASCII 文字列 255 文字以内 

3. ファイル作成方法 
sysName の値を設定するため、ファイルに情報を連続して登録します。 
ファイルの情報をすべて sysName の値と判断するため、ファイルは 255 文字以内にして

ください。 
ファイルに改行は入れないでください。（文末の改行も不要） 
ファイルには、半角英数字以外は含めないでください。したがって、半角カナ、全角文字

を指定しないでください。 

注意：MIB-II の system グループの全オブジェクトを 1 回の GET 要求で取得することを可

能にするため（“tooBig”のエラーステータスとならようにするため）、前述の sysContact
と sysLocation と sysName のユーザー設定情報は、3 情報あわせて、280 文字以内(アクセ

スを許可するコミュニティ名が、10 文字以内の場合)に抑えることを推奨します。 

<装置名称設定ファイル例> 
    DF850-01 Hitachi Disk Array 
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4.3 SNMP 環境情報ファイルの登録方法 
SNMP Agent Support Function を動作させるには、動作環境設定ファイル（CONFIG.TXT）と装

置名称設定ファイル（NAME.TXT）をアレイ装置に登録します。以下にその手順を示します。 

1. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を起動してください。 

2. 登録済みのユーザーID とパスワードを入力して、Hitachi Storage Navigator Modular 2 にロ

グインしてください。 

3. SNMP Agent Support Function を参照するアレイ装置を選択してください。 

4. アレイ表示/設定ボタンをクリックしてください。 

5. 設定ツリー内のアラート設定ツリー内の SNMP エージェントアイコンを選択してくださ

い。 

SNMP エージェント画面が表示されます。 

 

6. SNMP 設定編集ボタンをクリックしてください。 

SNMP 設定編集画面が表示されます。 
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7. 動作環境を設定するために、動作環境を手入力またはファイル入力を選択してください。

動作環境を手入力を選択した場合は、4.2.1を参照して、直接画面に入力してください。フ

ァイル入力を選択した場合は、ファイル入力に SNMP 環境情報ファイル(config.txt)へのパ

スを指定してください。参照ボタンを使って SNMP 環境情報ファイルが格納されている

パスを指定することもできます。 

次に、アレイ装置名称を設定するために、アレイ装置名称を手入力またはファイル入力を

選択してください。アレイ装置名称を手入力を選択した場合は、4.2.2を参照して、直接画

面に入力してください。ファイル入力を選択した場合は、ファイル入力に装置名称設定フ

ァイル（name.txt）へのパスを指定してください。参照ボタンを使って装置名称設定ファ

イルが格納されているパスを指定することもできます。 

1 ファイルのみ設定する場合は、設定するファイルのパスだけを指定してください。 

8. OK ボタンをクリックしてください。 

9. メッセージが表示されるので、閉じるボタンをクリックしてください。 
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4.4 SNMP 環境情報ファイルの参照方法 
アレイ装置に登録済みの SNMP Agent Support Function の SNMP 環境情報ファイルを参照しま

す。以下にその手順を示します。 

1. Hitachi Storage Navigator Modular 2 を起動してください。 

2. 登録済みのユーザーID とパスワードを入力して、Hitachi Storage Navigator Modular 2 にロ

グインしてください。 

3. SNMP Agent Support FunctionのSNMP環境情報ファイルを出力するアレイ装置を選択して

ください。 

4. アレイ表示/設定ボタンをクリックしてください。 

5. 設定ツリー内の SNMP エージェントアイコンを選択してください。 
SNMP エージェント画面が表示されます。 

 



設定方法 

SNMP Agent Support Function ユーザーズガイド 

39

4.5 SNMP 接続確認方法 
アレイ装置と SNMP マネージャー間の SNMP 接続は、以下の処理で確認してください。 

1. TRAP 接続確認 
SNMP Agent Support Function を無効にし、再度有効にします。この結果、SNMP 環境情報

ファイル（Config.txt）で設定した TRAP 送信先の全 SNMP マネージャーに標準 TRAP：
“coldStart”が報告されることを確認します。 
上記ができない場合は、SNMP 環境情報ファイルを再設定します。この結果、SNMP 環境

情報ファイル（Config.txt）で設定した TRAP 送信先の全 SNMP マネージャーに標準 TRAP：
“warmStart”が報告されることを確認します。 

2. REQUEST 接続確認 
アレイ装置が READY となった状態で、アレイ装置と SNMP 接続する全 SNMP マネージ

ャーからアレイ装置に対して、アレイ装置がサポートする MIB の GET 要求を送信し、ア

レイ装置から応答が返ってくることを確認します。 

上記 1.と 2.が確認できれば、アレイ装置と各 SNMP マネージャー間の SNMP に基づく交信が

可能であることを示します。 
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4.6 障害検出方法 
SNMP Agent Support Function を使用し、アレイ装置の障害を検出する方法を以下に示します。 

1. 周期的に、MIB 情報（dfRegressionStatus）を取得します（推奨）。障害がない場合、本 MIB
値は、"0"となります。 

2. TRAP 発行障害発生時、アレイ装置側から SNMP マネージャーに対して、TRAP を発行し、

アレイ装置の障害を通知します。 
通常、本 TRAP により、ユーザーは、アレイ装置の障害をリアルタイムに検出することが

できます。ただし、UDP プロトコルを使用しているため、TRAP が SNMP マネージャー

に正しく報告されたかどうかは保証されません。また、コントローラーダウン時は、

systemDown TRAP を発行できない場合もあります。 

3. 1.の周期的 MIB 情報の取得により、障害を検出します。 
万が一、2.の TRAP が、SNMP マネージャーに報告されなかった場合も、MIB 値

（dfRegressionStatus）が"0"以外となったことにより、障害の発生および障害の部位を知る

ことができます。 
       例)ドライブ閉塞時 
                 dfRegressionStatus = 69 

コントローラー閉塞時は、SNMP マネージャーからの要求に対して無応答となるため、

systemDown TRAP が報告されなかった場合も、これによりコントローラー閉塞を検知できま

す。ただし、UDP プロトコルを使用しているため、正常動作時に、SNMP マネージャーから

の要求に対して無応答となることも起こり得ます。 

コントローラー閉塞は、SNMP マネージャーからの要求に対して連続して、無応答となること

により検知できます。 

 

無応答 

① dfRegressionStatus の収集 
アレイ装置 

(SNMP 

エージェント)

SNMP マネージャー 

dfRegressionStatus = 0 

② TRAP 発行(ドライブ閉塞)

② ‘TRAP 発行(システムダウン) 

③ dfRegressionStatus の収集 

③ ‘dfRegressionStatus の収集 

dfRegressionStatus = 69 

障害(ドライブ閉塞)検知 

障害(ドライブ閉塞)検知 

障害(ダウン)検知 

障害(ダウン)検知 

③ ‘dfRegressionStatus の収集 

無応答
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5
5

CLI での操作 

ここでは、Hitachi Storage Navigator Modular 2 の CLI を使用した場合の、次に示す SNMP Agent 
Support Function の操作方法を説明します。 

本章は以下の内容で構成されています。 

❒ 5.1 インストール 

❒ 5.2 アンインストール 

❒ 5.3 無効化と有効化 

❒ 5.4 SNMP 環境情報ファイルの登録方法 

❒ 5.5 SNMP 環境情報ファイルの参照方法 

❒ 5.6 お問い合わせ先 
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5.1 インストール 
インストールには、Basic Operating System for Modular に添付されているキーファイルが必要で

す。SNMP Agent Support Function をインストールする手順を次に示します。 

注意：インストール、アンインストール、および無効化と有効化などは、操作するアレイ装置

が正常であることを確認した後にしてください。コントローラー閉塞などの障害が発生してい

る場合は、インストールおよびアンインストールを実行できません。 

1. コマンドプロンプト上で、SNMP Agent Support Function をインストールしたいアレイ装置

を登録し、さらにそのアレイ装置に接続します。 

2. auoptコマンドを実行してオプションを解錠します。入力例、および結果を次に示します。 

キーファイルへのパスの例：HUS130 の場合 

E:\BOSM2150_00_00\licensekey\SNMPAgentSupportFunction\S\Windows\keyfile 

E は Basic Operating System for Modular の DVD-R を装着したドライブレターです。 

HUS110 の場合、S は XS に置き換えてください。 

HUS150 の場合、S は MH に置き換えてください。 

% auopt –unit 装置名 –lock off –licensefile CD-R のキーファイルへのパス

\キーファイル名 
番号  オプション名称 
   1  SNMP Agent Support Function 
解錠するオプションの番号を指定してください。 
複数のオプションを解錠する場合はスペース区切りで指定してください。すべて解錠す

る場合は all を入力してください。終了する場合は q を入力してください。 
解錠するオプションの番号 (番号/all/q [all]): 1 
オプションを解錠します。 
よろしいですか? (y/n [n]): y 
 
オプション名称                                         結果 
SNMP Agent Support Function                      解錠 
 
処理が完了しました。 
% 

3. auoptコマンドを実行してオプションが解錠されたかどうか確認してください。入力例、

および結果を次に示します（下記は出力項目のイメージです）。 

% auopt –unit 装置名 –refer 
オプション名称       種別        有効期限 状態          使用メモリ再構築状態 
SNMP-AGENT         Permanent ---     有効          N/A 
% 

SNMP Agent Support Function のインストールが完了しました。 
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5.2 アンインストール 
アンインストールするためには、Basic Operating System for Modular に添付されているキーファ

イルが必要です。一度アンインストールすると、再度キーファイルで解錠するまでは SNMP 
Agent Support Function は使用できません（施錠状態）。 

SNMP Agent Support Function のアンインストール手順を次に示します。 

1. コマンドプロンプト上で、SNMP Agent Support Function をアンインストールしたいアレイ

装置を登録し、さらにそのアレイ装置に接続します。 

2. auoptコマンドを実行してオプションを施錠します。入力例、および結果を次に示します。 

キーファイルへのパスの例：HUS130 の場合 

E:\BOSM2150_00_00\licensekey\SNMPAgentSupportFunction\S\Windows\keyfile 

E は Basic Operating System for Modular の DVD-R を装着したドライブレターです。 

HUS110 の場合、S は XS に置き換えてください。 

HUS150 の場合、S は MH に置き換えてください。 

% auopt –unit 装置名 –lock on –licensefile CD-R のキーファイルへのパス\キ
ーファイル名 
番号  オプション名称 
   1  SNMP Agent Support Function 
施錠するオプションの番号を指定してください。 
終了する場合は q を入力してください。 
施錠するオプションの番号 (番号/q [q]): 1 
オプションを施錠します。 
よろしいですか? (y/n [n]): y 
 
オプション名称                                         結果 
SNMP Agent Support Function                      施錠 
 
処理が完了しました。 
% 

3. auoptコマンドを実行してオプションが施錠されたかどうか確認してください。入力例、

および結果を次に示します。 

% auopt -unit 装置名 -refer 
DMEC002015:表示する情報がありません。 
% 

SNMP Agent Support Function のアンインストールが完了しました。 
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5.3 無効化と有効化 
SNMP Agent Support Function はインストールされた状態（解錠状態）で、機能の利用の有効化

や無効化の設定できます。 

SNMP Agent Support Function の利用を有効または無効に設定する手順を次に示します。 

1. コマンドプロンプト上で、SNMP Agent Support Function の有効/無効を設定したいアレイ

装置を登録し、さらにそのアレイ装置に接続します。 

2. auoptコマンドを実行して有効/無効を設定します。 

有効状態を無効状態に変更する場合の入力例、および結果を次に示します。無効状態を有

効状態に変更する場合は、-stオプションの後に enableと入力してください。 

% auopt -unit 装置名 -option SNMP-AGENT -st disable 
オプションを無効にします。 
よろしいですか? (y/n [n]): y 
オプション設定が終了しました。 
% 

3. auoptコマンドを実行してオプションの状態を確認してください。入力例、および結果を

次に示します（下記は出力項目のイメージです）。 

% auopt –unit 装置名 –refer 
オプション名称    種別            有効期限 状態          使用メモリ再構築状態 
SNMP-AGENT      Permanent      ---     無効          N/A 
% 

SNMP Agent Support Function の利用の有効化/無効化の設定が完了しました。 
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5.4 SNMP 環境情報ファイルの登録方法 
1. コマンドプロンプト上で、SNMP 環境情報ファイル（config.txt、name.txt）を登録するア

レイ装置を登録し、さらにそのアレイ装置に接続します。 

2. ausnmpコマンドを実行して SNMP 環境情報ファイルを登録します。 

入力例および結果を次に示します。 

% ausnmp -unit 装置名 –set –config config.txt –name name.txt 
SNMP情報の設定が終了しました。 
% 
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5.5 SNMP 環境情報ファイルの参照方法 
1. コマンドプロンプト上で、SNMP 環境情報ファイルを出力するアレイ装置を登録し、さら

にそのアレイ装置に接続します。 

2. ausnmpコマンドを実行して SNMP 環境情報ファイルをテキストファイルに出力します。 
入力例および結果を次に示します。 

% ausnmp -unit 装置名 –get –config config.txt –name name.txt 
SNMP環境情報をファイルに出力します。 
よろしいですか? (y/n [n]): y 
SNMP環境情報をファイルに出力しました。 
% 
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5.6 お問い合わせ先 
サポートサービス利用ガイドに記載された連絡先にお問い合わせください。 
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A
管理情報 

A.1 サポート MIB 
アレイ装置では表 A-1に準拠する MIB をサポートしています。それ以外の MIB は未サポート

です。未サポートのオブジェクトに対する GET、SET 要求には、noSuchName の GET RESPONSE
を応答します。 

表 A-1 サポート MIB 一覧 

項番 MIB グループ サポート可否 関連規格 備考 
1 MIB-II system グループ ○ RFC 1213  
  interface グループ △   
  at グループ ×   
  ip グループ △   
  icmp グループ ×   
  tcp グループ ×   
  udp グループ ×   
  egp グループ ×   
  snmp グループ ○   
2 拡張 MIB ○   

○：サポート    △：一部サポート    ×：未サポート 
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A.2 MIB のアクセスモード 
すべてのコミュニティの MIB に対するアクセスモードは読み出し専用とします。 
SNMP マネージャーからの SET 要求には、noSuchName の GET RESPONSE を応答します。 
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A.3 オブジェクト識別子の付与体系 
root 
 |---ccitt(0) 
 |---iso(1) 
 | |---org(3) 
 |  |---dod(6) 
 |   |---internet(1) 
 |    |---mgmt(2) 
 |    | |---mib-2(1) 
 |    |  |---system(1) 
 |    |  |---interface(2) 
 |    |  |---at(3) 
 |    |  |---ip(4) 
 |    |  |---icmp(5) 
 |    |  |---tcp(6) 
 |    |  |---udp(7) 
 |    |  |---egp(8) 
 |    |  |---snmp(11) 
 |    | 
 |    |---private(4) 
 |     |---enterprises(1) ベンダー固有MIB 
 |---joint_iso_ccitt(2) 
 
 
enterprises(1) 
 |---hitachi(116) 
  |---system(3) 
  | |---storage(11) 
  |  |---dfraid(1) 
  |   |---df300agt(1)   アレイ装置PCユーティリティ識別子
  |   | 
  |   |---dfraidLan(2)   アレイ装置製品識別子 
  |   |    (dfraidシリーズ共通識別子) 
  |   | 
  | 
  +---systemExMib(5) 
   |---storageExMib(11) 
    |---dfraidExMib(1) 
     |---df300ExMib(1)   アレイ装置PCユーティリティ拡張MIB
     | 
     |---dfraidLanExMib(2) アレイ装置内蔵拡張MIB 
     |   (dfraidシリーズ共通) 
     | 

MIB－Ⅱ 
(標準 MIB) 

次シートの dfraidLanExMib(2)に続く 
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dfraidLanExMib(2) 

 |---dfSystemParameter(1) 

 | |---dfSystemProductName(1)   製品名称 

 | |---dfSystemMicroRevision(2)   ファームウェアのRevision 

 | |---dfSystemSerialNumber(3)   DFxxx製造番号 

 | 

 |---dfWarningCondition(2) 

 | |---dfRegressionStatus(1)   ワーニング障害情報 

 | |---dfPreventiveMaintenanceInformation(2) 予防保守情報 

 | |---dfRegressionStatus2(3)   未使用 

 | |---dfWarningReserve2(4)   未使用 

 

 |---dfCommandExecutionCondition(3) 

 | |---dfCommandTable(1) 

 |  |---dfCommandEntry(1) 

 |   |---dfLun(1)   ロジカルユニット No. 

 |   |---dfReadCommandNumber(2) リードコマンド受領回数 

 |   |---dfReadHitNumber(3)  キャッシュリードヒット回数 

 |   |---dfReadHitRate(4)   キャッシュリードヒット率 

 |   |---dfWriteCommandNumber(5) ライトコマンド受領回数 

 |   |---dfWriteHitNumber(6)  キャッシュライトヒット回数 

 |   |---dfWriteHitRate(7)  キャッシュライトヒット率 

 | 

 |---dfCacheLoadCondition(4) 

 | |---dfWriteDataRate(1)    ダーティセグメント率 

 | 

 | 
 次シート(1)へ 

前シートの dfraidLanExMib(2)から 

 

dfCacheLoadCondition(4)は 0 固定です。 
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 前シート(1)から 
 | 
 | 
 |---dfLUNS(5)     LUN セキュリティ情報 
 | |---dfLUNSSwitch(1)   セキュリティスイッチ 
 | | |--- dfLUNSSwitchEntry(1) 
 | |  |---dfSwitchSerialNumber(1) DFxxx 製造番号 
 | |  |---dfSwitchPortID(2) ポート番号 
 | |  |---dfSwitchOnOff(3) 有効無効状態 
 | |  |---dfSwitchControlSratus(4) 制御フラグ 
 | |---dfLUNSWWN(2)   WWN 情報 
 | | |--- dfLUNSWWNEntry(1) 
 | |  |---dfWWNSerialNumber(1) DFxxx 製造番号 
 | |  |---dfWWNPortID(2) ポート番号 
 | |  |---dfWWNControlIndex(3) 制御インデックス 
 | |  |---dfWWNWWN(4) WWN(Port Name) 
 | |  |---dfWWNID(5)  WWN 番号 
 | |  |---dfWWNNickname(6) ニックネーム 
 | |  |---dfWWNUseNickname(7) ニックネーム使用有無 
 | |  |---dfWWNControlStatus(8) 制御フラグ 
 | |---dfLUNSWWNGroup(3)   未サポート 
 | |---dfLUNSLUN(4)    LUN 情報 
 | | |--- dfLUNSLUNEntry(1) 
 | |  |---dfLUNSerialNumber(1)  DFxxx 製造番号 
 | |  |---dfLUNPortID(2)   ポート番号 
 | |  |---dfLUNLUN(3)   LUN 
 | |  |---dfLUNWWNSecurity(4)  WWN アクセス許可 
 | |  |---dfLUNWWNGroupSecurity(5) WWN グループアクセス許可 
 | |  |---dfLUNControlStatus(6)  制御フラグ 
 | |---dfLUNSLUNGroup(5)    未サポート 
 | 
 |dfPort(6)      ポート情報 
 | |dfPortInf(1)     ポート情報 
 |  |dfPortinfEntry(1) 
 |   |dfPortSerialNumber(1)  DFxxx 製造番号 
 |   |dfPortID(2)   ポート番号 
 |   |dfPortkind(3)   ポート種類 
 |   |dfPortHostMode(4)  ホストモード 
 |   |dfPortFibreAddress(5)  N_Port ID 
 |   |dfPortFibreTopology(6)  topology 種類 
 |   |dfPortControlStatus(7)  制御フラグ 
 |   |dfPortDisplayName(8)  ポートの名前 
 |   |dfPortWWN(9)   ポートの Port WWN 
 | 
 |---dfCommandExecutionInternalCondition(7)   コマンド動作状態内部情報 
 | |---dfCommandInternalTable(1)   コマンド動作状態内部情報 
 |  |---dfCommandInternalEntry(1) 
 |   |---dfInternalLun(1)   ロジカルユニット No. 
 |   |---dfInternalReadCommandNumber(2) リードコマンド受領回数 
 |   |---dfInternalReadHitNumber(3) キャッシュリードヒット回数 
 |   |---dfInternalReadHitRate(4)  キャッシュリードヒット率 
 |   |---dfInternalWriteCommandNumber(5) ライトコマンド受領回数 
 |   |---dfInternalWriteHitNumber(6) キャッシュライトヒット回数 
 |   |---dfInternalWriteHitRate(7)  キャッシュライトヒット率 
 |---dfReplication(8)       コピー系機能内部情報 
  |---dfReplicationInf(1)     コピー系機能内部情報 
   |---dfReplicationInfEntry(1) 
    |---dfReplicationStatus(1)   レプリケーション情報 
    |---dfReplicationDataPoolStatus(2)  データプール情報 
    |---dfReplicationCycleTimeThresholdStatus(3) サイクルタイムしきい値情報

dfLUNS(5)は 0 固定です。 
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A.4 サポート TRAP の種類と TRAP 発行契機 
SNMPエージェントがサポートしているTRAPで、標準TRAPを表 A-2に、拡張TRAPを表 A-3
に示します。 
アレイ装置を TrueCopy または TCE のローカル側として使用している場合、リモート側アレイ

装置の再起動操作に伴い両パスとも閉塞し、本 TRAP が発行されます。また、ローカル側アレ

イ装置の起動、再起動時リモート側アレイ装置が READY になる前にローカル側アレイ装置が

READY になると両パスとも閉塞し、本 TRAP が発行されます。 

表 A-2 標準 TRAP のサポート 

項番 Generic Trap Code Trap 意味 サポート

1 0 coldStart 電源断からリセットされた。

（P/S ON）オンライン中に SNMP
エージェントが起動した。 

○ 

2 1 warmStart 管理モジュールの再スタート。

SNMP 情報ファイルを再設定し

た。 

○ 

3 2 linkDown リンクがダウンした。 × 
4 3 linkUp リンクがアップした。 × 
5 4 authenticationFailure 不正な SNMP のアクセスがあっ

た。 
○ 

6 5 egpNeiborLoss EGP のエラー発生した。 × 
7 6 enterpriseSpecific 企業の拡張 TRAP ○ 

○：サポート    ×：未サポート 
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表 A-3 サポートする拡張 TRAP 

項番 Specific 
Trap Code 

Trap 意味 

1 1 systemDown コントローラーが閉塞した。（注意 1） 
2 2 driveFailure ドライブ障害が発生した。 
3 3 fanFailure ファン障害が発生した。 
4 4 powerSupplyFailure 電源障害が発生した。 
5 5 batteryFailure バッテリー障害が発生した。 
6 6 cacheFailure キャッシュ障害が発生した。 
7 7 upsFailure UPS 障害が発生した。 
8 10 otherControllerFailure 他系コントローラーが閉塞した。（注意 1）
9 11 warning アレイ装置で問題が発生した。（注意 2） 
10 12 spareDriveFailure スペアドライブ障害が発生した。 
11 14 encFailure ENC 障害が発生した。 
12 16 pathFailure パス障害が発生した。 
13 20 hostConnectorFailure ホストコネクター障害が発生した。 
14 250 interfaceBoardFailure インターフェースボード障害が発生した。

15 254 hostIoModuleFailure ホスト I/O モジュール障害が発生した。 
16 255 driveIoModuleFailure ドライブ I/O モジュール障害が発生した。 
17 256 managementModuleFailure 管理モジュール（LAN）障害が発生した。

18 257 recoverableControllerFailure コントローラー擬似閉塞が発生した。 
19 300 psueShadowImage ShadowImage で PSUE が発生した。 
20 301 psueSnapShot SnapShot で PSUE が発生した。 
21 302 psueTrueCopy TrueCopy で PSUE が発生した。 
22 303 psueTrueCopyExtendedDistance TCE で PSUE が発生した。 
23 304 psueModularVolumeMigration Volume Migration で PSUE が発生した。 
24 307 cycleTimeThresholdOver サイクル時間しきい値オーバーが発生し

た。 
25 308 luFailure ドライブ多重障害が発生した。 
26 309 replaceAirFilterBezel DC 電源フィルタ交換警告 
27 310 dpPoolEarlyAlert DP プール容量枯渇初期警告 
28 311 dpPoolDepletionAlert DP プール容量枯渇枯渇警告 
29 312 dpPoolCapacityOver DP プール容量枯渇 
30 313 overProvisioningWarningThreshold 仮想化超過率事前警告 
31 314 overProvisioningLimitThreshold 仮想化超過率超過警告 
32 315 overTemperatureLimitforLLSS アレイ装置内温度上限値超過 
33 319 replicationDepletionAlert レプリケーション枯渇警告しきい値超過 
34 320 replicationDataReleased レプリケーションデータ解放しきい値超過

35 321 ssdWriteCountEarlyAlert SSD の書き込み回数が寿命回数の 90%に到

達 
36 322 ssdWriteCountExceedThreshold SSD の書き込み回数が寿命回数オーバー 
37 324 pageRelocationFailure プール管理情報のデステージタイムアウト

によりページ再配置失敗 
38 325 arrayRebootRequestForDPPoolInva

lid 
電断によって、不正となった DP プール管理

情報が検出されたことによる装置リブート

要求 
39 326 dpPoolInformationInvalid 電断によって、不正となった DP プール管理

情報が検出された 
40 327 fmdWriteCountEarlyAlert FMD の書き込み回数が寿命回数のしきい値

に到達 
41 328 fmdWriteCountExceedThreshold FMD の書き込み回数が寿命回数オーバー 
42 329 fmdBatteryLifeEarlyAlert FMD のバッテリー寿命率が設定されたしき

い値に到達 
43 330 pduConnectionError PDU 動作で問題が発生した。 
44 331 pduHealthCheckError PDU との接続チェックが失敗した 
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Trap の発生契機は「2.3 SNMP 支援機能」の拡張トラップの記述を参照してください。 

注意 1：コントローラー閉塞が発生した場合、アレイ装置はコントローラー閉塞を示す TRAP
を発行しますが、その障害要因によっては、コントローラー閉塞は自動的に回復することがあ

ります。 
注意 2：アレイ装置ワーニング状態を示す TRAP は、予防保守、定期交換、または現地での保

守員の作業によって必然的に発行されることがあります。 
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B
MIB実装仕様 

アレイ装置でサポートする MIB の実装仕様を示します。 

B.1 MIB II 
mgmt  OBJECT IDENTIFIER :: = {iso(1) org(3) dod(6) internet(1) 2} 
mib-2  OBJECT IDENTIFIER :: = {mgmt 1} 

B.1.1 system グループ 
  system OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 1} 

表 B-1 system グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 sysDescr 
{system 1} 

R [規格]ハードウェア、OS、ネッ

トワーク OS の名称、またはバ

ージョン No. 
[実装]固定文字列 
(Fibre 接続):HITACHI DF600F 
Verxxxxxxxx 

(inquiry 情報に同じ)

○  

2 sysObjectID 
{system 2} 

R [規格]エージェントのベンダー

の製品識別番号を示すオブジ

ェクト ID 
[実装]固定値 
1.3.6.1.4.1.116.3.11.1.2 

○  

3 sysUpTime 
{system 3} 

R [規格]SNMP エージェントソフ

トウェアが起動されてからの

累積時間。10 ms 単位 
[実装]デフォルト。固定値。0 
SNMP 設定で、SET 
SYSUPTIME の行が追加されて

いる場合は累積時間 

○  



MIB 実装仕様 

SNMP Agent Support Function ユーザーズガイド 

58

表 B-1 system グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

4 sysContact 
{system 4} 

R [規格]エージェントを管理して

いる人の名前と連絡先。（管理

者、管理部門、内線番号） 
[実装]ユーザーが指定する

ASCII 文字列 (255 文字以内)。
デフォルトはなし(NULL) 

○ アレイ装

置では

Read_Onl
y としま

す。動作

環境設定

ファイル

から入力

してくだ

さい。 

5 sysName 
{system 5} 

R [規格]エージェントに管理のた

めにつけられた名前、ドメイン

名 [実装]ユーザーが指定する

ASCII 文字列 (255 文字以内)。
デフォルトはなし(NULL) 

○ 

6 sysLocation 
{system 6} 

R [規格]エージェントの設置場所

[実装]ユーザーが指定する

ASCII 文字列 (255 文字以内)。
デフォルトはなし(NULL) 

○ アレイ装

置では

Read_Onl
y としま

す。動作

環境設定

ファイル

から入力

してくだ

さい。 
7 sysServices 

{system 7} 
R [規格]サービスを示す値 

[実装]固定値。8 
○  

B.1.2 interfaces グループ 
  interfaces  OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 2} 

表 B-2 interfaces グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 ifNumber 
{interface 1} 

R [規格]このシステムで提供する

ネットワークインターフェー

スの数 
[実装]固定値。1 

○  

2 ifTable 
{interface 2} 

不可 [規格]各インターフェースに関

する情報を表形式で表すもの。

エントリーの数は ifNumber の
値によって与えられる。 
[実装]規格に同じ。(下位階層参

照) 

△  

2.1 ifEntry  
{ifTable 1} 

不可 [規格]各インターフェースに関

する情報。次に示すエントリー

からなる。 
[実装]規格に同じ。(下位階層参

照) 

△  

2.1.1 ifIndex 
{ifEntry 1} 

R [規格]インターフェースの識別

番号 
[実装]固定値。1 

○ (index) 

2.1.2 ifDescr 
{ifEntry 2} 

R [規格]インターフェースの情報

[実装]インターフェース種別ごと

の固定文字列Ethernet Auto 

○  
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表 B-2 interfaces グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

2.1.3 ifType 
{ifEntry 3} 

R [規格]インターフェースのタイ

プ ID 番号 
[実装]固定値。ethernetCsmacd 

○  

2.1.4 ifMtu 
{ifEntry 4} 

R [規格]最大送受信可能フレーム

長。バイト単位。MTU (Max 
Transfer Unit)値 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.5 ifSpeed 
{ifEntry 5} 

R [規格]bit/sec 単位の伝送速度 
[実装] 1000000000 

○  

2.1.6 ifPhysAddress 
{ifEntry 6} 

R [規格]インターフェースの物理

アドレス 
[実装]Mac Address 

○  

2.1.7 ifAdminStatus 
{ifEntry 7} 

RW [規格]インターフェースの設定

状態 1: 動作 2: 停止 3: テ
スト 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.8 ifOperStatus 
{ifEntry 8} 

R [規格]インターフェースの現在

の状態 1: 動作中 2: 停止中 

3:テスト中 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.9 ifLastChange 
{ifEntry 9} 

R [規格]当該インターフェースの

ifOperStatus が最後に変化した

ときの sysUpTime 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.10 ifInOctets 
{ifEntry 10} 

R [規格]インターフェースで受信

したフレームの総バイト数(同
期バイト含む) 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.11 ifInUcastPkts 
{ifEntry 11} 

R [規格]上位プロトコルへ通知し

たサブネットワーク･ユニキャ

スト･パケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.12 ifInNUcastPkts 
{ifEntry 12} 

R [規格]上位プロトコルへ通知し

たブロードキャスト、マルチキ

ャスト･パケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.13 ifInDiscards 
{ifEntry 13} 

R [規格]バッファー不足等の理由

で正常パケットであるにもか

かわらず捨てられた受信パケ

ット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.14 ifInErrors 
{ifEntry 14} 

R [規格]受信したエラーパケット

数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.15 ifInUnknownPro
tos {ifEntry 15} 

R [規格]不正なプロトコルまたは

サポートされていないプロト

コルのため、破棄された受信パ

ケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.16 ifOutOctets 
{ifEntry 16} 

R [規格]送信したフレームの総バ

イト数(同期キャラクタ含む) 
[実装] －（実装なし） 

×  
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表 B-2 interfaces グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

2.1.17 ifOutUcastPkts 
{ifEntry 17} 

R [規格]上位レイアーからのユニ

キャストでの送信要求パケッ

ト数（送信されなかったパケッ

トも含む） 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.18 ifOutNUcastPkt
s {ifEntry 18} 

R [規格]上位レイアーからのブロ

ードキャスト、マルチキャスト

での送信要求パケット数（破棄

パケット、未送信パケットも含

む） 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.19 ifOutDiscards 
{ifEnrty 19} 

R [規格]送信バッファー不足など

の理由で、送信されずに破棄さ

れたパケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.20 ifOutErrors 
{ifEntry 20} 

R [規格]エラーが原因で送信され

なかった数 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.21 ifOutQLen 
{ifEntry 21} 

R [規格]送信フレームキューのサ

イズ（パケット数で示す） 
[実装] －（実装なし） 

×  

2.1.22 ifSpecific 
{ifEntry 22} 

R [規格]インターフェースのメデ

ィア特有のMIB定義のオブジェ

クト識別子番号 
[実装]固定値。0.0 

○  

B.1.3 at グループ 
  at OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 3} 

本グループは、未サポートです。 

B.1.4 ip グループ 
  ip OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 4} 

表 B-3 ip グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 ipForwarding 
{ip 1} 

R [規格] IP ゲートウェイとして

受信した IP パケットを他へ転

送する機能をもっているかど

うか 
転送する: 1、転送しない: 2 
[実装] －（実装なし） 

×  

2 ipDefaultTTL 
{ip 2} 

R [規格] IP ヘッダー中の TTL 
(Time To Live:パケットの寿命)
に設定するデフォルト値 
[実装] －（実装なし） 

×  

3 ipInReceives 
{ip 3} 

R [規格]エラーの IPパケットを含

む受信した総 IP パケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  
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表 B-3 ip グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

4 ipInHdrErrors 
{ip 4} 

R [規格] IP ヘッダーのエラーで

破棄されたパケット数 
チェックサムエラー、バージョ

ンの不一致、そのほかのフォー

マットエラー、TTL 値の超過、

IP ヘッダーオプションのエラ

ー等。 
[実装] －（実装なし） 

×  

5 ipInAddrErrors 
{ip 5} 

R [規格] IP ヘッダー中の宛先ア

ドレスが有効でないために破

棄されたパケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

6 ipForwDatagra
ms {ip 6} 

R [規格]最終宛先に転送された IP
パケット数。IP ゲートウェイと

して動作しない場合は、ソース

ルーティングで転送に成功し

た数 
[実装] －（実装なし） 

×  

7 ipInUnknownProt
os {ip 7} 

R [規格]受信した自分宛 IPパケッ

トのうち、プロトコルが不明、

未サポートであるため、破棄さ

れたパケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

8 ipInDiscards 
{ip 8} 

R [規格]正常に受信した IPパケッ

トのうち、バッファースペース

などの内部的な問題が理由で

破棄された IP パケット数。

(Re_assembly 待ち中に破棄され

た数は含まない)。 
[実装] －（実装なし） 

×  

9 ipInDelivers 
{ip 9} 

R [規格] IP ユーザープロトコル 
(ICMP を含む上位プロトコル)
に配送されたパケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

10 ipOutRequests 
{ip 10} 

R [規格]ローカル IPユーザープロ

トコル (ICMP含む)が IPパケッ

トの送信要求回数。

(ipForwDatagrams を含まない) 
[実装] －（実装なし） 

×  

11 ipOutDiscards 
{ip 11} 

R [規格]バッファー不足などの理

由で送信できずに破棄された

IP パケット数。IP パケットに問

題がない場合。

(ipForwDatagrams により送信要

求で破棄された数も含む) 
[実装] －（実装なし） 

×  
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表 B-3 ip グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

12 ipOutNoRoutes 
{ip 12} 

R [規格]送信時の宛先へのルート

がないために破棄されたパケッ

ト数。デフォルトゲートウェイ

がダウンしているために転送で

きないパケット数。

(ipForwDatagrams で転送しよう

とした IP パケットのうち、ルー

タ不明のために破棄されたパケ

ットも含む) 
[実装] －（実装なし） 

×  

13 ipReasmTimeou
t {ip 13} 

R [規格]フラグメントされた IPパ

ケットを受信した場合に、再組

立するために、全 IP パケット

の受信を待つ時間の最大値 
[実装] －（実装なし） 

×  

14 ipReasmReqds 
{ip 14} 

R [規格]エンティティで再組立の

必要なフラグメントされた受

信 IP パケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

15 ipReasmOKs 
{ip 15} 

R [規格]受信したフラグメント IP
パケットのうち再組立に成功

した数 
[実装] －（実装なし） 

×  

16 ipReasmFails 
{ip 16} 

R [規格]受信したフラグメント IP
パケットのうち再組立に失敗

した数。タイムアウトエラー等

[実装] －（実装なし） 

×  

17 ipFragOKs 
{ip 17} 

R [規格]このエンティティでフラ

グメントに成功したパケット

数 
[実装] －（実装なし） 

×  

18 ipFragFails 
{ip 18} 

R [規格]このエンティティでフラ

グメントが必要になったが、フ

ラグメント不可のフラグがセ

ットされているなどの理由で

フラグメントできずに破棄さ

れた IP パケット数 
[実装] －（実装なし） 

×  

19 ipFragCreates 
{ip 19} 

R [規格]このエンティティでのフ

ラグメントの結果として生成

されたフラグメント IP パケッ

ト数 
[実装] －（実装なし） 

×  

20 ipAddrTable 
{ip 20} 

不可 [規格]このエンティティの IPア

ドレス別のアドレス情報テー

ブル 
[実装]規格に同じ。(下位階層参

照) 

○  

20.1 ipAddrEntry 
{ipAddrTable 
1} 

不可 [規格]1IP アドレスのアドレス

情報 
[実装]規格に同じ。(下位階層参

照) 

○  
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表 B-3 ip グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

20.1.1 ipAdEntAddr 
{ipAddrEntry 1}

R [規格]このエントリーの IPアド

レス 
[実装]規格に同じ。ユーザーが

システムパラメーターとして

設定する値 

○ (index) 

20.1.2 ipAdEntIfIndex 
{ipAddrEntry 2}

R [規格]この IP アドレスに対応し

たインターフェースの識別番

号。ifIndex に同じ 
[実装]規格に同じ。固定値。1 

○  

20.1.3 ipAdEntNetMas
k {ipAddrEntry 
3} 

R [規格]この IPアドレスに関連し

たサブネットマスク値 
[実装]規格に同じ。 

○  

20.1.4 ipAdEntBcastA
ddr 
{ipAddrEntry 4}

R [規格] IP ブロードキャスト送

信時の IP ブロードキャストア

ドレスの最下位ビットの値 
[実装]固定値。1 

○  

20.1.5 ipAdEntReasm 
Max-Size 
{ipAddrEntry 5}

R [規格]このインターフェースで

受信したフラグメント IP パケ

ットからこのエンティティで

再組立可能な最大 IP パケット

のサイズ 
[実装]固定値。65535 

○  

21 ipRouteTable 
{ip 21} 

不可 [規格]このエンティティの IPル

ーティングテーブル 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1 ipRouteEntry 
{ipRouteTable 
1} 

不可 [規格]特定のディスティネーショ

ンへの経路 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.1 ipRouteDest 
{ipRouteEntry 
1} 

RW [規格]このルートテーブルの宛

先 IP アドレス 
[実装] －（実装なし） 

× (index) 

21.1.2 ipRouteIfIndex 
{ipRouteEntry 
2} 

RW [規格]このルートの次の宛先ホ

ストに送信するためのインタ

ーフェース識別番号。 
ifIndex に同じ 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.3 ipRouteMetric1 
{ipRouteEntry 
3} 

RW [規格]このルートのプライマ

リ･ルーティング･メトリック 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.4 ipRouteMetric2 
{ipRouteEntry 
4} 

RW [規格]代替ルーティングメトリ

ック 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.5 ipRouteMetric3 
{ipRouteEntry 
5} 

RW [規格]代替ルーティングメトリ

ック 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.6 ipRouteMetric4 
{ipRouteEntry 
6} 

RW [規格]代替ルーティングメトリ

ック 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.7 ipRouteNextHo
p {ipRouteEntry 
7} 

RW [規格]このルートのNextホップのIP
アドレス 
[実装] －（実装なし） 

×  
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表 B-3 ip グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

21.1.8 ipRouteType 
{ipRouteEntry 
8} 

RW [規格]ルーティングタイプ 
other = 1、invalid (不正ルート) = 
2、direct (直接接続) = 3、indirect 
(間接接続) = 4 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.9 ipRouteProto 
{ipRouteEntry 
9} 

R [規格]学習したルーティングメ

カニズム other = 1、local = 2、
netmgmt = 3、icmp = 4、egp = 5、
ggp = 6、hello = 7、rip = 8、is-is 
= 9、es-is = 10、ciscoIgrp = 11、
bbnSpfIgp = 12、ospf = 13、bgp = 
14 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.1
0 

ipRouteAge 
{ipRouteEntry 
10} 

RW [規格]このルートが最後に正常

なルートとして確認されてか

らの経過時間 (秒) 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.1
1 

ipRouteMask 
{ipRouteEntry 
11} 

RW [規格]サブネットマスク値 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.1
2 

ipRouteMetric5 
{ipRouteEntry 
12} 

RW [規格]代替ルーティングメトリ

ック 
[実装] －（実装なし） 

×  

21.1.1
3 

ipRouteInfo 
{ipRouteEntry 
13} 

R [規格]このルートで使用される

ルーティングプロトコルにつ

いての MIB 上の定義番号 
[実装] －（実装なし） 

×  

22 ipNetToMediaTa
ble {ip 22} 

不可 [規格] IP アドレスから物理ア

ドレスへの変換に使用される

IP アドレス変換テーブル 
[実装] －（実装なし） 

×  

22.1 ipNetToMediaEnt
ry 
{ipNetToMedia-T
able 1} 

不可 [規格] 1 つの物理アドレスに対

応した IP アドレスを含むエン

トリー 
[実装] －（実装なし） 

×  

22.1.1 ipNetToMediaIf-I
ndex 
{ipNetToMedia-E
ntry 1} 

RW [規格]このエントリーのインタ

ーフェース識別番号。 
ifIndex の値を使用 
[実装] －（実装なし） 

× (index) 

22.1.2 ipNetToMedia- 
PhysAddress 
{ipNetToMedia-E
ntry 2} 

RW [規格]メディアに依存した物理

アドレス 
[実装] －（実装なし） 

×  

22.1.3 ipNetToMedia- 
NetAddress 
{ipNetToMedia-E
ntry 3} 

RW [規格]このエントリーの物理ア

ドレスに対応する IP アドレス 
[実装] －（実装なし） 

× (index) 

22.1.4 ipNetToMediaTy
pe 
{ipNetToMedia-E
ntry 4} 

RW [規格]アドレス変換の方式 
other = 1、invalid (無効) = 2、
dynamic (動的変換) = 3、static 
(静的変換) = 4 
[実装] －（実装なし） 

×  
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表 B-3 ip グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

23 ipRoutingDiscard
s {ip 23} 

R [規格]メモリー不足等の理由に

より破棄された有効なルーテ

ィング情報の数 
[実装] －（実装なし） 

×  

B.1.5 icmp グループ 
  icmp OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 5} 

本グループは、未サポートです。 

B.1.6 tcp グループ 
  tcp  OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 6} 

本グループは、未サポートです。 

B.1.7 udp グループ 
  udp  OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 7} 

本グループは、未サポートです。 

B.1.8 egp グループ 
  egp  OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 8} 

本グループは、未サポートです。 

B.1.9 snmp グループ 
  snmp OBJECT IDENTIFIER :: = {mib-2 11} 

表 B-4 snmp グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 snmpInPkts 
{snmp 1} 

R [規格]トランスポート･サービ

スから受信した SNMP メッセ

ージ総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

2 snmpOutPkts 
{snmp 2} 

R [規格]トランスポート層に対し

て送信要求を出した SNMP メ

ッセージ総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

3 snmpInBadVersi
ons {snmp 3} 

R [規格]未サポートバージョンの

受信メッセージの総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

4 snmpInBad- 
CommunityNam
es {snmp 4} 

R [規格]未使用コミュニティの

SNMP 受信メッセージの総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

5 snmpInBad- 
CommunityUses
{snmp 5} 

R [規格]そのコミュニティでは許

されていないオペレーション

を示す受信メッセージの総数 
[実装]規格に同じ。 

○  
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表 B-4 snmp グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

6 snmpInASNPars
eErrs {snmp 6} 

R [規格]ASN.1 エラーの受信メッセ

ージの総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

7 snmpInTooBigs 
{snmp 8} 

R [規格]エラーステータスが

tooBig の受信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

8 snmpInNoSuch
Names {snmp 
9} 

R [規格]エラーステータスが

noSuchNameの受信 PDUの総数

[実装]規格に同じ。 

○  

9 snmpInBadValu
es {snmp 10} 

R [規格]エラーステータスが

badValue の受信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

10 snmpInReadOnl
ys {snmp 11} 

R [規格]エラーステータスが

readOnly の受信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

11 snmpInGenErrs 
{snmp 12} 

R [規格]エラーステータスが

genErr の受信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

12 snmpInTotalReq
Vars {snmp 13} 

R [規格]MIB の収集が成功した

MIB オブジェクトの総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

13 snmpInTotalSet
Vars {snmp 14} 

R [規格]MIB の設定が成功した

MIB オブジェクトの総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

14 snmpInGetRequ
ests {snmp 15} 

R [規格]受信した GetRequestPDU
の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

15 snmpInGetNexts 
{snmp 16} 

R [規格]受信した

GetNextRequestPDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

16 snmpInSetRequ
ests {snmp 17} 

R [規格]受信した SetRequestPDU
の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

17 snmpInGetResp
onses {snmp 
18} 

R [規格]受信した

GetResponsePDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

18 snmpInTraps 
{snmp 19} 

R [規格]受信したTrapPDUの総数

[実装]規格に同じ。 
○  

19 snmpOutTooBig
s {snmp 20} 

R [規格]エラーステータスが

tooBig の送信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

20 snmpOutNoSuc
hNames 
{snmp 21} 

R [規格]エラーステータスが

noSuchNameの送信 PDUの総数

[実装]規格に同じ。 

○  

21 snmpOutBadVal
ues {snmp 22} 

R [規格]エラーステータスが

badValue の送信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

22 snmpOutBadVal
ues {snmp 23} 

R [規格]エラーステータスが

badValue の送信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

23 snmpOutGenErr
s {snmp 24} 

R [規格]エラーステータスが

genErr の受信 PDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  
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表 B-4 snmp グループ（続き） 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

24 snmpOutGetReq
uests {snmp 25}

R [規格]送信した GetRequestPDU
の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

25 snmpOutGetNex
ts {snmp 26} 

R [規格]送信した

GetNextRequestPDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

26 snmpOutSetReq
uests {snmp 27}

R [規格]送信した SetRequestPDU
の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

27 snmpOutGetRes
ponses {snmp 
28} 

R [規格]送信した

GetResponsePDU の総数 
[実装]規格に同じ。 

○  

28 snmpOutTraps 
{snmp 29} 

R [規格]送信したTrapPDUの総数

[実装]規格に同じ。 
○  

29 snmpEnableAut
hen-Traps 
{snmp 30} 

R [規格]authentication-failure Trap
を発行できるかどうかを示す。

enable = 1、disable = 2 
[実装]固定値、1 (enable) 

○ アレイ装

置では、

Read-Onl
y です。 
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B.2 拡張 MIB 
enterprises  OBJECT IDENTIFIER :: = {iso(1) org(3) dod(6) internet(1) 4} 
hitachi  OBJECT IDENTIFIER :: = {enterprises 116} 
systemExMib OBJECT IDENTIFIER :: = {hitachi 5} 
storageExMib OBJECT IDENTIFIER :: = {systemExMib 11} 
dfraidExMib OBJECT IDENTIFIER :: = {storageExMib 1} 
dfraidLanExMib OBJECT IDENTIFIER :: = {dfraidExMib 2} 

B.2.1 dfSystemParameter グループ 
  dfSystemParameter  OBJECT IDENTIFIER :: = {dfraidLanExMib 1} 

表 B-5 dfSystemParameter グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 dfSystemProduc
tName 
{dfSystemPara
meter 1} 

R [内容]製品名称 
[実装] (DF850)：HITACHI 
DF600F (inquiry 情報に同じ) 

○  

2 dfSystemMicro-
Revision 
{dfSystemPara
meter 2} 

R [内容]ファームウェアの Rev 番

号 
[実装]同上 

○  

3 dfSystemSerial 
Number 
{dfSystemPara
meter 3} 

R [内容]アレイ装置製造番号 
[実装]製造番号の下 8 桁 

○  

B.2.2 dfWarningCondition グループ 
  dfWarningCondition OBJECT IDENTIFIER :: = {dfraidLanExMib 2} 

表 B-6 dfSystemParameter グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 dfRegressionSta
tus 
{dfWarningCond
ition 1} 

R [内容]ワーニング障害情報 
[実装]同上。正常時は、0。 
（注１) 

○  

2 dfPreventiveMai
nte-nanceInform
ation 
{dfWarningCond
ition 2} 

R [内容]ドライブ予防保守情報 
[実装]同上。固定値 0 

○  

3 dfRegressionSta
tus2 
{dfWarningCond
ition 3} 

R [内容]予備エリア 
[実装]未使用。固定値 0 

○  

4 dfWarningReser
ve2 
{dfWarningCond
ition 4} 

 [内容]予備エリア 
[実装]未使用。固定値 0 

○  

注意：4 バイトの INTEGER 型オブジェクト 
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図 B-1 dfRegressionStatus のフォーマット 
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各部位において、縮退状態ありの場合は、当該 Bit を ON にします。アレイ装置機種およびフ

ァームウェアレビジョンによっては、“0”固定である場合があります。 

各障害状態の本オブジェクトの値を表 B-7に示します。 

表 B-7 各障害の dfRegressionStatus の値 

項番 ビット位置 オブジェクトの値 意味 
 Byte Bit （10 進）  

1 - - 0 アレイ装置正常 
2 3 0 1 ドライブ閉塞 
3 3 1 2 ドライブ閉塞(スペアドライブ) 
4 3 2 4 ドライブ閉塞(データドライブ) 
5 3 3 8 ENC アラーム 
6 3 6 64 アレイ装置ワーニング状態 
7 3 7 128 相手側コントローラー閉塞 
8 2 0 256 UPS アラーム 
9 2 1 - - 
10 2 2 1024 パス閉塞 
11 2 6 16384 ドライブ I/O モジュール閉塞 
12 2 7 32768 関連する部品障害によるコントローラー擬似閉塞 
13 1 0 65536 バッテリーアラーム 
14 1 1 131072 電源障害 
15 1 3 - - 
16 1 4 1048576 ファンアラーム 
17 1 5 - - 
18 1 6 4194304 ホスト I/O モジュール閉塞 
19 1 7 8388608 管理 I/O モジュール閉塞 
20 0 0 16777216 キャッシュ部分閉塞 
21 0 1 - - 
22 0 2 - - 
23 0 3 - - 
24 0 4 268435456 ホストコネクター障害 
25 0 5 - - 
26 0 6 1073741824 インターフェースボード障害 

障害部位が複数ある場合は、オブジェクトの値は、各オブジェクトの値を加えた値になります。 

例：バッテリーとファンに障害が発生した場合 

オブジェクトの値：1114112 (65536 + 1048576) 
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 TRAP と dfWarningCondition グループの関係 
[dfRegressionStatus] 

TRAP 発行
TRAP

dfRegressionStatus

の各部位のビット

アレイ装置の

ワーニングランプ

ON

OFF

点灯/点滅

ワーニング障害解除ワーニング障害発生

消灯

 

各 TRAP（Specific Trap Code#2～6）は、当該部位のワーニング障害発生のたびに発行します。

dfRegressionStatus は、ワーニング障害発生時に当該部位のビットは ON となり、ワーニング障

害解除時 OFF になります。 
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B.2.3 dfCommandExecutionCondition グループ 
  dfCommandExecutionCondition OBJECT IDENTIFIER :: = {dfraidLanExMib 3} 

表 B-8 dfCommandExecutionCondition グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 dfCommandTable 
{dfCommandExec
utionCondition 1} 

不可 [内容]コマンド動作状態テーブ

ル 
[実装]同上。（下位階層参照）

○  

1.1 dfCommandEntry 
{dfCommandTabl
e 1} 

不可 [内容]コマンド動作状態エント

リー 
[実装]同上。（下位階層参照）

○  

1.1.1 dfLun 
{dfCommandEntr
y 1} 

R [内容]ボリューム No. 
[実装]同上。 
（HUS110: 0～2,047、
HUS130/150: 0～4,095） 

○ (index) 

1.1.2 dfReadCommand 
Number 
{dfCommandEntr
y 2} 

R [内容]リードコマンド受領回数

[実装]同上。 
○  

1.1.3 dfReadHitNumber
{dfCommandEntr
y 3} 

R [内容]キャッシュリードヒット

回数 
[実装]ホスト要求範囲がキャッ

シュに完全ヒットしたリード

コマンド数 

○  

1.1.4 dfReadHitRate 
{dfCommandEntr
y 4} 

R [内容]キャッシュリードヒット

率(%) 
[実装](キャッシュリードヒッ

ト回数/リードコマンド受領回

数)  100 

○  

1.1.5 dfWriteCommand 
Number 
{dfCommandEntr
y 5} 

R [内容]ライトコマンド受領回数

[実装]同上。 
○  

1.1.6 dfWriteHitNumbe
r 
{dfCommandEntr
y 6} 

R [内容]キャッシュライトヒット

回数 
[実装]ダーティしきい値管理に

よりキャッシュへのデータ流

入を制限(待た)されなかったラ

イトコマンド数 

○  

1.1.7 dfWriteHitRate 
{dfCommandEntr
y 7} 

R [内容]キャッシュライトヒット

率(%) 
[実装](キャッシュライトヒッ

ト回数/ライトコマンド受領回

数)  100 

○  
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注意 1：本グループ内の情報は 10 秒ごとに更新し、過去 10 秒間の累積値を設定します。 

 

累積値① 累積値② 累積値③

この間マネージャーから

は、累積値②の値が見える。

この間マネージャーから

は、累積値①の値が見える。

10 秒 更新 更新更新

t 
10 秒10 秒10 秒  

注意 2：dfCommandExecutionCondition グループは 10 秒おきに更新し、その 10 秒間の累積値

を設定しますが、コマンドの実行状態により、この 10 秒には誤差が生じる場合があります。

この場合、本グループ内の各オブジェクトには、累積値を 10 秒換算した値を設定します。 

例：経過時間：11 秒、その間のリードコマンド受領回数の累積値：110 の場合 
  dfReadCommandNumber には 100 を設定します。 

注意 3：dfCommandExecutionCondition グループ更新のタイミングにより、ヒット数

(dfReadHitNumber、dfWriteHitNumber) が受領コマンド数 (dfReadCommandNumber、
dfWriteCommandNumber) を上回るケースが発生します。この際のヒット率 (dfReadHitRate、
dfWriteHitRate) は、100％を設定します。 
注意 4：dfCommandExecutionCondition グループは、ホストからアクセスできるボリュームの情

報を示しています。統合ボリュームを使用している場合には、統合ボリュームの情報を示しま

す。 



MIB 実装仕様 

SNMP Agent Support Function ユーザーズガイド 

73

B.2.4 dfPort グループ 
  dfPort  OBJECT IDENTIFIER :: = {dfraidLanExMib 4} 

表 B-9 dfPort グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 dfPortinf 
{dfPort 1} 

不可 [内容]ポート情報テーブル 
[実装]同上。（下位階層参照）

○  

1.1 dfPortinf Entry 
{dfPortinf 1} 

不可 [内容]ポート情報エントリー 
[実装]同上。（下位階層参照）

○  

1.1.1 dfPortSerial 
Number 
{dfLUNSWWNEnt
ry 1} 

R [内容]アレイ装置製造番号 
[実装]製造番号の下 8 桁 

○ (index) 

1.1.2 dfPortID 
{dfPortinf Entry 
2} 

R [内容]ポート番号 
[実装]同上。(0-15) (注 1) 

○ (index) 

1.1.3 dfPortKind 
{dfPortinf Entry 
3} 

R [内容]ポートタイプ 
[実装]同上。(注 2) 

○  

1.1.4 dfPortHostMode 
{dfPortinf Entry 
4} 

R [内容]ホストモード 
[実装]同上。 

○ No Data

1.1.5 dfPortFibreAddres
s 
{dfPortinf Entry 
5} 

R [内容]ポートの N_Port_ID 
[実装]同上。(注 4) 

○  

1.1.6 dfPortFibreTopolo
gy 
{dfPortinf Entry 
6} 

R [内容]Topology 情報 
[実装]同上。(1-4) (注 5) 

○  

1.1.7 dfPortControlStat
us 
{dfPortinf Entry 
7} 

R [内容]制御フラグ 
[実装]同上。(1 固定) 

○ 1: 常時

返却値 
2: 設定

要求 
1.1.8 dfPortDisplayNa

me 
{dfPortinf Entry 
8} 

R [内容]ポートの呼称 
[実装]同上。(0A-0H、1A-1H) (注
6) 

○  

1.1.9 dfPortWWN 
{dfPortinf Entry 
9} 

R [内容]ポートの WWN 
[実装]同上。(8 バイトの OCTET 
String) (注 7) 

○  
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注意 1：ポート番号 

 
ポート番号 コントローラー番号 Fibre  

0 0 0A  
1  0B  
2  0C  
3  0D  
4  0E  
5  0F  
6  0G  
7  0H  
8 1 1A  
9  1B  

10  1C  
11  1D  
12  1E  
13  1F  
14  1G  
15  1H  

 

注意 2：ポートタイプ 
"Fibre"または"iSCSI"が設定されます。対象外ポートの場合は"None"となります。 
閉塞コントローラーのポートは"None"となります。 
注意 4：Fibre アドレスホストモード 
Fibre 対象ポートはアドレス変換し設定されます。アドレス不正時は値 0 となります。 
Fibre 対象ポート以外は値 0 となります。 
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値 アドレス 値 アドレス 値 アドレス 値 アドレス

1 EF 33 B2 65 72 97 3A 

2 E8 34 B1 66 71 98 39 

3 E4 35 AE 67 6E 99 36 

4 E2 36 AD 68 6D 100 35 

5 E1 37 AC 69 6C 101 34 

6 E0 38 AB 70 6B 102 33 

7 DC 39 AA 71 6A 103 32 

8 DA 40 A9 72 69 104 31 

9 D9 41 A7 73 67 105 2E 

10 D6 42 A6 74 66 106 2D 

11 D5 43 A5 75 65 107 2C 

12 D4 44 A3 76 63 108 2B 

13 D3 45 9F 77 5C 109 2A 

14 D2 46 9E 78 5A 110 29 

15 D1 47 9D 79 59 111 27 

16 CE 48 9B 80 56 112 26 

17 CD 49 98 81 55 113 25 

18 CC 50 97 82 54 114 23 

19 CB 51 90 83 53 115 1F 

20 CA 52 8F 84 52 116 1E 

21 C9 53 88 85 51 117 1D 

22 C7 54 84 86 4E 118 1B 

23 C6 55 82 87 4D 119 18 

24 C5 56 81 88 4C 120 17 

25 C3 57 80 89 4B 121 10 

26 BC 58 7C 90 4A 122 0F 

27 BA 59 7A 91 49 123 08 

28 B9 60 79 92 47 124 04 

29 B6 61 76 93 46 125 02 

30 B5 62 75 94 45 126 01 

31 B4 63 74 95 43 - - 

32 B3 64 73 96 3C - - 
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注意 5：トポロジ情報 
Fibre 対象ポート 

値 意味 

1 Fabric(on)&FCAL 

2 Fabric(off)&FCAL 

3 Fabric(on)&Point To Point 

4 Fabric(off)&Point To Point 

5 Not Fibre 
 

注意 6：ポート表示名称 

 
ポート番号 コントローラー番号 Fibre  

0 0 0A  
1  0B  
2  0C  
3  0D  
4  0E  
5  0F  
6  0G  
7  0H  
8 1 1A  
9  1B  

10  1C  
11  1D  
12  1E  
13  1F  
14  1G  
15  1H  

 

注意 7：ポートの WWN 
Fibre 対象ポートはポート識別子(WWN)が設定されます。 
Fibre 対象ポート以外は値 0 となります。 
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B.2.5 dfCommandExecutionInternalConditionグループ 
dfCommandExecutionInternalCondition  OBJECT IDENTIFIER :: = {dfraidLanExMib 7} 

表 B-10 dfCommandExecutionInternalCondition グループ 

項番 オブジェクト

識別子 
アクセス 実装仕様 サポート可否 備考 

1 dfCommandIntern
alTable 
{dfCommandExec
utionCondition 1}

不可 [内容]コマンド動作状態テーブ

ル 
[実装]同上。（下位階層参照）

○  

1.1 dfCommandIntern
alEntry 
{dfCommandTabl
e 1} 

不可 [内容]コマンド動作状態エント

リー 
[実装]同上。（下位階層参照）

○  

1.1.1 dfInternalLun 
{dfCommandEntr
y 1} 

R [内容]ボリューム No. 
[実装]同上。 
（HUS110: 0～2,047、
HUS130/150: 0～4,095） 

○ (index) 

1.1.2 dfInternalReadCo
mmand Number 
{dfCommandEntr
y 2} 

R [内容]リードコマンド受領回数

[実装]同上。 
○  

1.1.3 dfInternalReadHit
Number 
{dfCommandEntr
y 3} 

R [内容]キャッシュリードヒット

回数 
[実装]ホスト要求範囲がキャッ

シュに完全ヒットしたリード

コマンド数 

○  

1.1.4 dfInternalReadHit
Rate 
{dfCommandEntr
y 4} 

R [内容]キャッシュリードヒット

率(%) 
[実装](キャッシュリードヒッ

ト回数/リードコマンド受領回

数)  100 

○  

1.1.5 dfInternalWrite 
CommandNumber
{dfCommandEntr
y 5} 

R [内容]ライトコマンド受領回数

[実装]同上。 
○  

1.1.6 dfInternalWriteHit
Number 
{dfCommandEntr
y 6} 

R [内容]キャッシュライトヒット

回数 
[実装]ダーティしきい値管理に

よりキャッシュへのデータ流

入を制限(待た)されなかったラ

イトコマンド数 

○  

1.1.7 dfInternalWriteHit
Rate 
{dfCommandEntr
y 7} 

R [内容]キャッシュライトヒット

率(%) 
[実装](キャッシュライトヒッ

ト回数/ライトコマンド受領回

数)  100 

○  

注意 1：dfCommandExecutionInternalCondition グループは、アレイ装置の内部ボリュームの情

報を示しています。統合ボリュームを使用している場合には、統合ボリュームの情報ではなく、

アレイ装置の内部ボリュームの情報を示します。 
注意 2：その他の注意事項は、72ページに記載の注意 1 から注意 3 と同じです。 
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